
乗用車刈機

取 扱 説 明 書

ご注意
◆この取扱説明書をよくお読みになり、記載内容を十分理解 してくだ

さい。

◆記載内容を十分理解 してから、乗用車刈機の取扱いを開始してくだ

さい。

◆この取扱説明書を読み終えた後も、必要なときにす ぐ参照できるよ

う乗用草刈機の近くに保管してください。
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乗用草刈機重 安全ポイント

1.25度以上の傾斜地や凸凹の多いところで使用するときは、

急発進・急停止・急旋 ・Uタ ーンは避けます。

2.運行前には、必ず始業点検を行い、

特に重要な保安部品 (ブ レーキ等)は、確実に整備します。

路肩・軟弱地で使用するときは、

転落・転倒しないように十分注意します。

4.運転・作業をするときは、

保護カバー類が取り付けられていることを確認します。

5.機械の清掃田点検・調整・燃料補給をするときは、
必ずエンジンを止め、ブレーキをかけます。
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6.補助者と共同作業を行うときは、

必ず合図をし、周囲の安全を確認します。

この機械をお使いになるときは復唱してください。

安全に作業していただくため、ぜひ守っていただきたい重要安全ポイントは

上記の通りですが、これ以外にも本文の中で安全上ぜひ守っていただきたい

事項を▲ 獲朝 の記号を付して説明のつど取りあげております。

よくお読みいただくとともに、必ず守つていただくようお願い致します。



重要なお知 らせ

0こ のたびは、アテンクス乗用草刈機をお買いあげいただき、まことにありがとうござい

ます。

0こ の取扱説明書は、乗用草刈機を使用する際にぜひ守っていただきたい安全作業に関す

る基本的事項、乗用草刈機を最適な状態で使っていただくための正 しい運転・調整・整

備に関する技術的事項を中心に構成されています。

●乗用車刈機を初めて運転される時はもちろん、日ごろの運転 `取扱いの前にも取扱説明

書を熟読され、十分理解の上、安全 。確実な作業を心がけてください。

0こ の取扱説明書は、いつでも取 り出して読むことができるよう大切に保管してください。

●本商品は乗用草刈機 として使用してください。

改造や使用目的以外の作業はしないでください。

改造や使用目的以外の作業に使用した場合は、保証の対象にはなりませんのでご注意く

ださい。 (詳細は保証書をご覧ください。)

●株式会社アテックス (以降当社と記す)は この取扱説明書記載の指示事項を守らなかっ

たり、アテックス乗用草刈機 (以降乗用草刈機 と記す)を改造したり、あるいは運転・

保守作業にあたり、通常必要とされる注意または用心をしないで生じた損害または傷害

に封しては一切責任を負いません。

0こ の乗用車刈機の取扱上の危険について、すべての状況を予浪!す ることはできません。

したがつて、この取扱説明書の記載事項や乗用草刈機に表示 してある注意事項は、すべ

ての危険を想定しているわけではありません。

よって、乗用草刈機の操作、または日常点検を行 う場合は、この取扱説明書の記載およ

び乗用草刈機本体に表示されている事項に限らず、事故防止対策に関しては十分な配慮

が必要です。

●乗用草刈機の性能、故障および耐久性は、それ自身の設計の良否、使用材料の適否およ

び製作技術の巧拙によることはいうまでもありませんが、他方、日常の取扱い、整備い

かんによることも、また看過できません。

0こ の乗用草刈機は国内での使用を前提にしています。 したがって、海外諸国での安全規

格等の適用・認定等は実施 していません。この乗用草刈機を国外へ持ち出した場合に当

該国での使用に対 し、事故等による補償等による問題が発生することがあつても、当社

は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。
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重要なお知らせ

0傷害の発生を避けるため、本来の使用目的以外の乗用草刈機の使用や、この取扱説明書

に述べている以外の運転・保守作業はおやめください。

●本乗用草刈機を貸与、または譲渡される場合は、相手の方に取扱説明書の内容を十分理

解 していただき、この取扱説明書を乗用草刈機に添付 してお渡しください。譲渡 (ま た

は転売)される場合は、必ず譲渡先を当社へご連絡ください。また、添付されているす
べてのものを譲渡し、譲渡 (ま たは転売)した側は一切の複製物を保持 しないてくださ

い 。

0こ の取扱説明書の内容は乗用草刈機の改良のため、予告な しに変更する場合があります。

●本乗用草刈機 とこの取扱説明書のイラス トとは異なることがあ ります。また、イラス ト

の一部は乗用草刈機内部の説明を容易にするために省‖各していることがあ ります。あら

か じめご了承 ください。

0こ の取扱説明書は版権を有 します。 この取扱説明書の全体もしくは部分的にも、当社の

事前の文書による同意な しに複写、コピー、翻訳 してはならず、また読み取 りできるい

かなる電子装置や機械にも転写 しないでください。

0こ の取扱説明書を紛失または損傷 された場合は、速やかに 「お買いあげ先」にご注文 く

ださい。

0さ らに詳 しい情報を必要 とした り、質問があるとき、または内容につき不明な点があ り

ましたら「お買いあげ先」へお問い合わせ ください。
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型式について

製造会社:株式会社 アテックス

機械の種類 :

型 式

製造番号

この取扱説明書では、同じシリーズの型式について併記 してあります。

お買上げいただいた乗用車刈機の型式を機体に貼付 してある銘板で確認され、該当

部分をお読みください。

■銘板の位置

■仕様

(搭載エンジン仕様の詳細は、本書 93ページ参照。)

型  式 搭載エンジン仕様 メll  幅

R9824FB

型式名 :FS691V
種類 :空冷 4サイクルV型 2気筒OHV

縦軸型ガソリンエンジン

ネ ッ ト値 :12.9kW(17.5PS}/3000rpm

(最大 15.3kW(20.8PS}/8600rpm)

排 気 量 :7 2 6cc

9 8 0mm
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警告表示について

取扱説明書の中の ▲ 僅翠封 表示は、次のような安全上、取扱上の重要なことを示 して

います。よくお読みいただき、必ず守ってください。

表 示 重  要  度

▲危険
その警告に従わなかった場合、死亡又は重傷を負うことになるもの
を示しています。

▲警告
その警告に従わなかった場合、死亡又は重傷を負う危険性があるも
のを示していまず。

▲注意
その警告に従わなかつた場合、ケガを負うおそれのあるものを示し
ています。

重要
商品の性能を発揮させるための注意事項を説明しています。よく読
んで製品の性能を最大限発揮 してご使用ください。
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使用上のポイン ト

使 用 上 の ご 注 意

本章では、機械 を効率 よく安全 にお使 いいただ くために、必ず守 っていただ

きたい事項 を説 明 してお ります。十分に熟読 されて、安全な作業 を行 なって く

だ さい。

■運転者の条件

(1)

(2)

服 装 は作 業 に適 した もの を着 て くだ さ

い。服装が悪 い と、衣服 が回転部 に巻 き込

まれ た り、靴 がス リップ した りして大変危

険です。

ヘル メ ン トや適正な保護具 も着用 して く

だ さい。

飲酒 時や過労 ぎみの時、または妊娠 して

いる人、子供 な ど未熟練者 は絶対 に作業 を

してはいけませ ん。作業 を行 な うと、思わ

ぬ事故 を引き起 こします。作業 をす る時は、

必ず心身 とも健康 な状態で行 なって くだ さ

い。

#
却
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使用上のポイン ト

■作業前に

(1)

(2)

(3)

作業する前に、本書の (定期点検整備箇

所一覧表)を参考に必要な点検を必ず行な

つて ください。

(本書 48～ 51ページ参照。 )

保護カバー類が外 されたままになってい

ないか確認 しま しょう。外 されたままエン

ジンをかけた り、運転作業を行な うと危険

な部分が露出 して大変危 [父です。

燃料 の補給や潤滑油の給油・交換 をす る

ときは、必ずエ ンジンが停止 した状態で行

なって くだ さい。

くわえタバ コな どの火気 は厳禁 です。守

らなかった場合 、火災の原因にな ります。

圃場 の傾斜 の状態 を確認 し、 25度 を超

える急斜面では運転・ 作業 を行 わないで く

だ さい。転倒 の恐れ があ ります。

地面の凹凸の多い ところでは、低速で使

用 して くだ さい。

Φ

ヽ

X＼
〃

ノ

と

1ヽ

サ
I

(4)
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使用上のポイ ン ト

(1)

■始動 と発進は

エ ンジン始動時は、周 囲の安全 を確認 し

て くだ さい。

本機 に乗 車 し、刈 刃 クラ ッチ レバ ー が
「切」の位置 にあること、刈高 さ調整 レバ

ーが 「エ ンジン始動」の位置 にあること、

HSTペ ダルお よび HSTレ バーが「中立」

位置 にあることを確認 し、駐車ブ レー キペ

グル を踏んでか らエ ンジンを始動 して くだ

さい。

また発進時は、各 レバー位置 と周 囲の安

全 を確認 し、ゆつ く りと発進 して くだ さい。

急発進・急停止 は危険です。 また、機械

の破損 にもつ なが ります。

(2) 室内でエンジンをかけるときは、窓や戸

を開けて、換気を十分に行なってください。

換気が悪いと、排ガス中毒を起こし大変

危険です。

■走行す るときは

(1) 木製品は、ほ場 内作業車です。公道上で

は運行できませ ん。公道で運行す ると道路

交通法違反 にな ります。

周囲の安全確認

X
鶴

馬
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使用上のポイ ン ト

(2)

(3)

(4)

本製品は一人乗 りです。座席以外に人が

乗 ると、急発進、重心の移動等により転落

し、ケガをする恐れがあ ります。

二人乗 り等、絶対に行なわないで くださ

い 。

傾斜地で早い速度 で旋 回をす ると転倒す

る恐れがあ り大変危険です。

また、思わぬ凹凸で車体 の傾 きが変化す

る と転倒 の恐れがあ り大変危 [父 ですので、

傾斜 地ではゆつ く りと走行 して くだ さい。

坂道 では、ゆっ く りと走行 して くだ さい。

また、下 るときにはエ ンジンブ レー キをか

け、決 してT/Mク ラッチ レバー 「切」状

態に しないでください。本機が加速し、衝

突・転倒事故を引き起こす恐れがあり大変危

ll父です。

また、ブレーキの多用はブ レーキを傷め

ると共に、スリップや、ブ レーキの効きが

悪 くなる原因とな り、大変危険です。緊急

のとき以外は使用を避け、HSTペ ダル も

しくはHSTレ バーで速度を調節 してくだ

さい。

X

低速走行
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使用上のポイ ン ト

(5)

(6)

(7)

(8)

凹凸の激 しい道路での高速走行 は しない

で くだ さい。路面状態に応 じた安全 な速度

で走行 して くだ さい。これ を怠 ると、衝突 。

転倒事故 を引き起 こす恐れがあ ります。

わき見運転や無理な姿勢で運転 を しては

いけませ ん。進行方向、周囲の安全 を確認

し、十分注意 して くだ さい。

急発進 ,急加速,急旋 回、お よび急ブ レ

ーキは避 け、安全運転 を心がけて くだ さい。

発進 の前 には必ず周 囲の安全 を確認 し、

軟弱な地盤やぬれた地面での急旋 回、お よ

び急停車は、ス リップや転倒 をまね く恐れ

があ り危険ですので絶対 に しないで くだ さ

い。

草や フラ等、可燃物の上 に止 めないで く

だ さい。排気管の熱や、排気ガス等 によ り

可燃物 に着火 し、火災の原因 とな ります。

低速走行

/⌒

攀

安全運転
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使用上のポイ ン ト

(1)

■積込み E積 降ろし

トランクはエンジンを上め、動かないよ

う駐車ブ レーキ・歯止め (車止め)を して

ください。 これを怠ると積込み・積降ろし

時に トラックが動いて転落事故を引き起こ

す恐れがあ ります。

(2) 積込み 。積 降 ろ しは、強度 。幅・長 さの

十分あるス リップ しないアユ ミ板 を使用 して

行 なって くだ さい。積み降ろ し時は本機 の

ナイフステー を前後方向に向け、直進性 を

見定め微速 にて行 なって くだ さい。

アユ ミ板上での方 向修正は転落事故 の原

因 とな り大変危険です。

ナイフステー

め

ゴ
Ｊ止工四

< アユ ミ板 の基準  >
アユミ板

長 さ

幅

荷台の高さ

0長  さ…車の荷台の高 さの 4倍以上

0 幅 …本機車輪幅の 1.5倍 以上

0強 度…車体総重量の 1.5倍以上 (1本 当り)

0すべ らないよう処理 されていること。
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使用上のポイン ト

(1)

■作業中は

草刈作業は、小石や異物 が飛散 します。

作業 を開始す るときは、必ず周 囲の人や建

物・ 自動車等 に被害が及 ばない ことを確認

して作業 して くだ さい。

(2) 作業 中は作業者以外 の人、特 に子供 を近

づ けないで くだ さい。傷害事故の原 因 とな

り大変危険です。

(3) 運転 中は、回転部や高温部 (エ ンジン・

マ フラー等)等の危 [父 部 には手や体 を触れ

ないで くだ さい。傷害事故の原 因 とな り、

大変危険です。

X

X 楠 徴M
ヽ

/
鐙 ◇
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使用上のポイ ン ト

(4)

(5)

(6)

溝 の横 断や畦越 えをす る ときは必ず アユ

ミ板 を使用 し、微速 にて溝・畦 と直角 にゆ

つ く りと走行 して くだ さい。 これ を怠 ると、

脱輪や ス リップ等 によ り転倒す る恐れ があ

り大変危険です。

夜間作業等、周囲の状況が把握 しにくい

環境では、衝突・転落 。転倒等、死傷する

恐れがあ り大変危「父です。絶姑に行なわな

いで くだ さい。

また、薄暮時の移動は特に低速で走行 し

て ください。 (装備 しているヘ ッ ドライ ト

は移動用 として使用 して ください。)

木機 よ り降車す る場合 は、平坦堅固な地

面で刈刃 クラッチ レバー を 「切」 に し、駐

車ブ レー キをかけて、エ ンジンを停止 し、

キー を抜 いて くだ さい。

＼｀

多
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使用上のポイン ト

(1)

(2)

(3)

■点検整備 は

エ ンジンを切 つてす ぐに、点検整備 を し

てはいけませ ん。エ ンジンな どの高温部が

完全 に冷 えてか ら行 なって くだ さい。怠 る

と、火傷 な どの原因 とな ります。

機械の掃除・点検整備をす るときは、必

ずエンジンを停止 し、駐車ブレーキをかけ

て行なってください。思わぬ事故をまね く

恐れがあ ります。

点検整備 で取 り外 した保護カバー類 は、

必ず元の通 りに取 り付 けて くだ さい。回転

都や過熱部がむき出 しにな り、傷害事故の

原因 とな り大変危険です。

(4) 機械の改造は絶対にしないで くだ さい。

機械の故障や事故の原因にな り大変危険で

す。 ×

-9-
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使用上のポイン ト

■保管 日格納は

(1) 動力 を停止 し、機体 に付着 した ドロや ゴ

ミ等 をきれいに取 り除いて くだ さい。特 に

マフラーな どエ ンジン周辺 の ゴ ミは火 災の

原因 とな ります。必ず取 り除いて くだ さい。

(2) 子供などが容易に触れないようにカバー

をするか、格納庫に入れて保管 して くださ

い。カバー類 をかける場合は、高温部が完

全に冷えてか ら行なってください。熱い う

ちにカバー類をかけると火災の原因 とな り

ます。

(3) 長期格納す る ときは、燃料 タンクや気化

器 内の燃料 を抜 き取 りま しょう。燃料 が変

質す るばか りでな く、引火 な どで火 災の原

因 とな り大変危険です。

(4) 長期格納 をす るときは、バ ンテ リケ~ブ

ル を外 しておいて くだ さい。外 しておかな

い と、ネズ ミ等がか じって、ケーブル がシ

ョー ト、発火 して火災の原因 とな り大変危

[父 です。

や

く

彰

昔
(

Ц
魯

I

Pa

r

里
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使用上のポイン ト

(1)

■電装品の取扱い

電気配線の点検、および配線接続部の点

検は必ずエンジンを停止 し、キーを抜き、

バ ンテ リーのC)コ ー ドを外 して行なってく

ださい。 これを怠ると火花が飛んだ り、感

電 した り、思わぬ事故を引き起 こす恐れが

あ ります。

(2) バ ンテ リを取扱 う時は、シ ョー トや スパ

ー クさせ た り、タバ コ等の火気 は近づ けた

りしないで くだ さい。 また、充電 は風通 し

のよい ところでバ ッテ リの補水 キャ ップを

外 して行 なって くだ さい。 これ を怠 る と引

火爆発す ることがあ り大変危 [父 です。

(3) バ ンテ リ~液 (電解液)は希硫酸で劇物

です。体や服につけないようにしてくださ

い。失明や火傷をすることがあ り大変危険

です。 もしついたときは、大量の水で洗っ

て ください。なお、 目に入つた時は水洗い

後、医師の治療を受けて ください。

コ ー

(4) バ ンテ リ液 の液量は適正量で使用 して く

だ さい。

バ ンテ リ液 が下限以下の状態で、使用

(充電)を続 けると、蓉器 内の各部位 の劣

化の進行が促進 され、バ ッテ リーの寿命 を

縮 めた り、破裂 (爆発)の原因 となる恐れ

があ り大変危 [父 です。

お さ
ゝ

寺名●
げ

鳴

ゝ

~■ L

O

99∈

≒
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使用上のポイ ン ト

警 告 ラ ベ ル に つ い て

■本機には、安全に作業 していただ くため、警告ラベルが貼付 してあ ります。

必ずよ く読み、これ らの注意に従つて ください。

■警告ラベルを破損 H紛失 した り、記載文字が読めな くなつた場合は、新 しいラベ

ルに貼 りかえて ください。警告ラベルは「お買いあげ先」へ注文 して ください。

■汚れた場合は、きれいにふき取 り、いつでも読めるように して ください。

■警告ラベルが貼付 してある部品を交換する場合は、同時に警告ラベルも「お買い

あげ先」へ注文 して ください。

■警告ラベルには、洗車時に直接高圧水をかけないで ください。

警告ラベル貼付位置

秩

単基
弛̈

0670‐ 910-038‐ 0453‐ 910‐026‐
0453-910-026‐

0453‐ 910-028‐

0674‐913-023‐

0675‐ 910‐032‐

0453-916‐011‐

0674‐912‐014‐

0670-910‐036-

0438-910‐ 025- 0453-910-021‐
0670-910-034‐

0612‐ 910-025-
△ 危   険 △ 警   告

象

眠

注   意

左 危   険

閤:綽: 〕篇

△  注   意
△

嗚 、

本機は画場内作某車であ

るため、′ム`道での素車運行

はできません。

乗車運行した場合は、道

路交通法に適反します。

0670‐ 910‐035-

-12-



使用上のポイ ン ト

警告ラベル貼付位置

△ 警告 やけどをするので
マフラーにさわら

ないでください。

1675‐905‐007-

0674-913-018-

△ 合   険 △  警   告

ツ /ヘ

魏

0670‐ 910‐035-

0329‐ 910‐033‐

△ 警 告

ば
ファンに桂触し

ケガをするおそれが
あります。
手や足を入れない
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保証とサービス

■新車の保証

この製品には、脚アテ ックス保証書が添付 されています。詳 しくは、保証書を

ご覧 ください。

■サー ビスネッ ト

ご使用中の故障やご不審な点、及びサー ビスに関す るご用命は 「お買いあげ先」

へお気軽にご相談 くだ さい。

その際、販売型式名 と製造番号をご連絡 ください。

販売型式名 と製造番号

株式会社アテックス

Xl機械の種類:乗用
型 式

製造番号

製造会社

■補修用部 品供給年限について

この製 品の補修用部 品の供給年 限 (期 間)は、製造打 ち切 り後 10年 といた し

ます。 ただ し、供給年 限内であつて も、特殊部品につ きま しては、納期 な どにつ

いて ご相談 させ ていただ く場合 もあ ります。

補修用部品の供給は、原則的には、上記の供給年限で終了いた しますが、供給

年限経過後であっても、部品供給のご要請があった場合には、納期および価格に

ついてご相談 させていただきます。

-14-



各部の名称とはたらき

各 部 の 名 称

シー トスライ ドレバー

刈刃クラッチ レバー

刈刃カバー  刈高 さ調整 レバー

HSTレバー

刈刃カバー
HSTペ グル

フロントダンパー

フロントアクスル

スロッ トル レバー   ェ ンジンカバー

エンジンスインチ

ライ トスイッチ   チョーク   ォィル警告灯

傾斜角度計

駐車ブ レーキレバー

駐車ブレーキペグル

アワメータ

ァフロック レバー TMク ラッチ レバー

-15-
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各部の名称 とはた らき

各 部 の は た ら き

■エンジンスイッチ

エ ンジンの始動・停止 を行 ないます。

「切」 位置 ……エ ンジンが停止 し、キーが

抜 き差 しできる位置。

「入」 位置 ……エ ンジン回転 中の位置。

「始動」位置 エ ンジンを始動 させ る位置。

手 を放せ ば 自動的に 「入」

位置 に戻 ります。

0本機 を使用 しない ときは必ずキーを抜いて保管 してくだ さい。

●エンジンの始動 。停止について :本書 27～ 30ページ参照。

■ス ロッ トル レバー

エ ンジン回転数の増減を行ないます。エン

ジン回転が最高の時に最大の馬力 (パ ワー )

を発生 します。

エ コ ドライブ時のエンジン回転は、燃料消

費の一番少ない回転数を示 し、エコランプが

点灯 します。馬力は 1割程度ダウンしますの

で、負荷に応 じた使い分けをしてください。

(本書 42ページ参照。)

■チ ョーク

チ ョー クを引 くとチ ョー ク弁が閉 じ、戻す

と開 きます。エ ンジン始動時 (低温時等)に

引 き、始動後、必ず戻 して くだ さい。

(本書 29ペ ー ジ参照。)

スロットル レノミー

学

ェッジン

スイツチ

O

エコランプ

周

□

チ コーク

エンジン

スイツチ

⑥

-16-
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各部の名称 とはた らき

■HSTペ ゲル

ペダルを中立より前方へ踏み込む と前進 し

後方へ踏み込む と後進 します。ペダルを踏み

込む角度を調節することで、走行速度を無段

階に調節することができます。

0前進側ペゲルは、取り付け (M8ボルト)を緩めて前後に位置調節すること
ができます。位置調節後は、取り付けをしつかり締め付けてください。

■ライ トスイッチ

獲 朝

ヘ ン ドライ トの 「点灯」 「消灯」の切替

が行 なえます。

●ヘツドライ トは移動用としてご使用

ください。

■傾斜角度計

機体の左右方 向の角度 を表示 します。

25度 以上は作業や走行 を しないで くだ さい。

10度以上はゅっ くり走行 を行 って くだ さい。

獲 朝

●傾斜角度計の表示は 目安ですので～作業

前 に圃場の傾斜角度 を測定 して くだ さい。

■駐車 ブ レーキペゲル

通常は縦車ブ レーキ として使います。

緊急時にペ グル を踏み込む と、後輪 にブ レ

ー キがかか ります。走行時に停止す る場合 は

HSTレ バーまたはHSTペ グル を 「中立」

位置 まで戻 して停止 して くだ さい。

ライ トスイ ッチ

ヒ

エンジン

スイッチ

D

駐車ブレーキペグル

-17-
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各部の名称 とはた らき

■駐車 ブ レーキ レバー

駐車ブ レーキペダルを踏み込んでこの レバ

ーを手前に引 くと駐車ブ レーキペグルを「ロ

ック」でき、駐車ブ レーキをかけた状態にな

ります。駐車ブ レーキの解除は駐車ブレーキ

ペダルを踏み込むことで 「ロック」を解除で

きます。

■デフロックレバー

ぬかるみな どで後輪の片方がス リップ し、

走行が困難な場合に使用 します。

レバーを 「入」にするとデフロック状態、

「切」にす るとデフロック解除状態 とな りま

す。

通常走行時は、必ず レバーを 「切」の状態

にして使用 してください。

■刈高 さ調整 レバー

刈刃の高 さを調整 します。

レバー をシー ト (座席)側へ倒 す とロック

が解除 され、刈高 さが調整できます。調整後、

レバーか ら手 を離す と、 レバーは外側 に倒れ

刈高 さが 「ロック」 され ます。

■刈高 さス トッパ

刈高 さの下限位置を設定するときに使用 し

ます。

ノブボル トをゆるめて、刈高 さス トッパ位

置を調整 し締込む ことにより、刈高 さ調整 レ

バーのス トッパーにな ります。

駐車ブレーキレバー

ロック角子除

ロツク

刈高 さ調整 レバー

-18-
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各部の名称 とはた らき

■刈刃クラッチ レバー

刈刃の動力を入/切するときに使用 します。

レバーを 「切」の位置にすると運動 して刈刃

にブレーキがかか り、刈刃が停止 します。

刈高 さ調整 レバーが 「ェンジン始動」位置

ではレバーを 「入」にはできません。

■刈刃 カバー

作業時に小石や異物 の飛散 を防 ぐカバーで

す。刈刃 を交換す る時や、メンテナ ンス時は

ボル ト 1本外す ことでカバー を取 り外す こと

ができます。

(本書 77ペ ージ参照。 )

■シー ト (座席 )

作業者の運転席です。

シー トを前に倒 し、シー ト裏のノブボル ト

を緩め、前後にスライ ドさせ ることにより、

作業者の体格に合せたシー ト位置に調整でき

ます。

■シー トスライ ドレバー

シー トを左右にスライ ドす るときに使用 し

ます。 レバーを上に引くとスライ ドできます。

刈刃クラッチ レバー

刈刃カバー
れ
側
ＩＡ

シー ト

ノブボル ト

″

シー トスライ ド

シー トスライ ドレバー
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各部の名称 とはた らき

■刈刃カバー洗浄用パイ プ

作業後 の刈刃カバー内を洗浄す るときに水

道 ホースを差 し込むパイプです。

(本書 46, 47ペ ー ジ参照。 )

■エンジンカバー

エ ンジンカバー を開ける と、掃除や点検 。

整備 が楽 に行 なえます。

(1)シー トを前方 に倒 し、シー ト下、左後 ろ隅

の ノブボル トを外 して くだ さい。

HSTレ バーの内側のフ ックを押 し下げて

HSTレ バー を取 り外 して くだ さい。

(2)シー トを元の位置 に戻 します。

刈刃カバー洗浄用パイプ

p

エンジンカバー

HSTレ バーシー ト

フック

ノブボル ト

シー ト

f
//
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各部の名称 とはた らき

(3)取 り外 したHSTレ バーは、刈刃カバーの

スタン ドに差 し込んで くだ さい。

(4) シー ト前部 を持 ち、ゆっ くりと後方 に

エ ンジンカバーを開いて くだ さい。

(5)エ ンジンカバー を開 じる時は逆 の手順で閉

じます。

HSTレ バー を取 り付 ける ときは、確実に

奥まで差 し込み、 フ ックで固定 されてい るか

確認 して くだ さい。

(カ チ ッとい うロック音で確認 して くだ さい )

に 朔

0フ ックを押さえないでHSTレ バーを

外側へ引張 り外れないことを確認 して

ください。

確実な取付ができていない場合、

HSTレ バーがガタつ くことがありまず。

HSTレ バー

スタンド

◎ ◎

フ ック

奥まで差 し込む
カチッ
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各部の名称 とはた らき

■ HSTレ バー

レバーを前方に倒す と前進 し、後方に倒す と

後進 します。レバーを倒す角度を調節す ること

で、走行速度を無段階に調節することができま

す。

■オイル警告灯

エンジン始動後、エンジンオイルの量が減

少すると警告灯が点灯 し、エンジンオイル不

足によるエンジンの焼付きを防止できます。

警告灯が点灯 したときは、すみやかにエン

ジンを停止 してエンジンオイルを補給 してく

ださい。

僅 判

0エ ンジン停止時は、エンジンスイッチ

「入」の位置でも警告灯が点灯 します。

点灯 しない場合は、電装品の故障です。

点検修理 して ください。

■アワメータ

使用時間の管理 が行 なえます。 オイル交換

な ど、点検時期 の 目安 にな ります。

前進

後進

HSTレ バ ー

9

オイル警告灯

□ エンジツ

スイッチ□

Ｄ◇
。

アワメータ

申 エンプン

スイツチ□

廟◇
。
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各部の名称 とはた らき

■TMク ラッチレパー

TMク ラッチ レバーを操作することで、後輪

への動力の伝達を「入」⇔ 「切」することがで

きます。

緊急時に本機を移動 させるときに使用 します。

(本書 44, 45ペ ージ参照。 )

獲 朝

0通常の走行や作業時は、常に「入」の位置

に して ください。「切」にしたままでは

傾斜地や、地面の凹凸の多い場所で、走行

できな くな ります。また故障の原因とな り

まず。

■フロントゲンパー

地面か ら前輪が受 ける衝撃 をやわ らげます。

■牽引フック

ぬかるみか ら等か らの脱 出時に、自車牽引用

として利用可能です。

また、台草な どの牽引に も使用可能です。

に 朝

●台車等の牽引は、必ず使用条件 を守 つて

使用 して くだ さい。

(本書 35, 36ペ ー ジ参照。 )

TMク ラッチレバー

牽引フック

-23-
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作業の準備

使 用 前 の 点 検 に つ い て

■始業点検

故障を未然 に防 ぐには、機械 の状態 をよく知 つてお くことが大切 です。始業

点検 は毎 日欠か さず行 なって くだ さい。

点検 は次の順序で実施 して くだ さい。

(1)前 日、異常のあった箇所 の整備

(2)(定 期 点検整備箇所一覧表 )の点検 時期 「始業」に○印がついている項 目の

点検 を行 なって くだ さい。

(本書 48～ 51ペ ージ参照。)

▲ 注 意・
運転前には必ず点検 日整備を行なつてください。

0点検 日整備 日給油は、エンジンを停止させ、刈刃が完全に

停止 した状態で行なって ください。

●すべてのカバー ロキャップ類を所定の位置に取 り付けて運転を

行なって ください。

0作業前に必ず刈刃に異常 (カ ケ ロワレ)がないことを確認して

ください。

生
口

毯
百

▲
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作業の準備

使 用 前 の 準 備

■シー ト (座席 )前後位置の調節

作業者の体格に合せて、シー トを前後に調節できます。各操作 レバー、操作ペ

ダルの操作が確実に行なえる位置に調節 してください。

(1) シー トを前方 に倒 し、シー ト下の ノブボ

ル ト (2個 )を緩 めてシー トベースを前後

方向に調節 して くだ さい。

シー トに座 り、各操作 レバー、操作ペ ダ

ル の操作が確実に行 なえることを確認 して

くだ さい。

ハ ン ドル シャフ トを固定 してい るボル ト

とUナ ッ トを取外 して くだ さい。

ハン ドルシャフ トを上下 して高さを調節

してください。

ボル トとUナ ッ トを確実に締付けてくだ

さい。

シー ト

ノブボル ト

シー トベース

(2)

(3) シー トを前方に倒 し、シー ト下のノブボル ト (2個 )を確実に締めてシー

トベースを固定 して ください。

■ハン ドル高さの調節

作業者の体格に合せて、ハ ン ドルの高 さを 2段階に調節できます。ハン ドル

操作が確実に行なえる位置に調節 して ください。

(1)

ハン ドルシャフ ト

Uナ ット

オ∫ル ト

―メーーーン

//

ヽ＼、、    /

(2)

(3)
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作業の準備

■燃料の給油

に翌]● 劣化 した燃料や ゴミな どの不純物が混入 した燃料 を使用 しないで くだ

さい。エンジン不調の原因となります。

(1) 燃料 キャ ップを外 します。

(2) 自動車用無鉛 ガ ソリンを給油 して くだ さい。

獲 朝 0燃料は、燃料ゲージの「上限」以上

入れないでください。燃料が「下限」

に近づいたら、早めに給油するよう

に して ください。

給油後は、燃料キャップを確実に締めて

ください。

燃料キャップ

燃料ゲージ

下 限 上限

燃料ゲージ

▲ 危 険・
引火の恐れがあります。燃料タンクに火を近づけないでくださ

い 。

●燃料を給油するときは、くわえタバコなどの火気は厳禁です。

引火 口爆発 日火災の原因となります。

●給油時は、車体が水平な場所に駐車 させ、必ずエンジンを停止

した状態で行なつて ください。

●傾斜地では駐停車 しないで ください。燃料がゲージ上限まで

入つていると、漏れ出す恐れがあ ります。

●給油はエンジンとマフラーが冷えてか ら行なつて ください。

●燃料を入れ過ぎないように して ください。入れ過ぎると、燃料

が漏れ出 し、火災の原因となります。

●燃料がこばれた際には、速やかにふき取 つてください。

(3)
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作業の しかた

運 転 操 作 の 要 領

■エンジンの始動の しかた

燃料 の量を確認 し、ハ ン ドル下のステ ップ

カバーの後側 を持 ち上げて、ステ ップカバー

を外 します。

ステ ップカバーの中にある燃料 コックを

開けて くだ さい。

座席 に座 り、駐車ブ レー キペ グル が 「ロ

ック」 されてい ることを確認 して くだ さい。

ステ ップカノミー

＼

燃料コック(1)

(2)

に朝 0駐車ブレーキペゲルが「ロック」位

置にないと、安全スイッチが作動 し、

エンジンは始動できません。

(3) 駐車ブ レーキペ ダルが 「ロック」 されて

いない場合 は、駐車ブ レーキペ ダル を踏み

込んだ状態で、駐車ブ レーキ レバー を手前

に引いて 「ロック」 して くだ さい。

ロツク

駐車ル ーキレバー

踏み込む

ロツク
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0エ ンジン始動時は、座席に座 り、各 レバーの位置 と周囲の安全

を確認 してください。特に、HSTレ バー操作や、 HSTペ ゲ

ルを踏み込んでのエンジン始動は、急発進等による事故の原因

とな りまず。

▲危険

0開め切つた屋内では、エンジンを始動 しないで ください。

排気ガスでガス中毒をおこします。



作業の しかた

●エンジン始動時は、周囲の安全を確認 し、本機に乗車 し、刈刃

クラッチ レバーが「切」の位置にある事、刈高さ調整 レバーが

「エンジン始動」の位置にある事 と、HSTレ バーとHST
ペゲルが「中立」位置にある事を確認 し、ブレーキペゲルを

踏んでか らエンジンを始動 して ください。

●急発進は危険です。ゆつくり発進 してください。

▲注意

(4) 刈 刃 クラッチ レバー を 「切」の位置 に し、

刈高 さ調整 レバーを 「エ ンジン始動」の位

置 に して くだ さい。

に朝 0刈高さ調整 レバーが「エンジン始動」

位置にないと、安全スイッチが作動

し、エンジンは始動できません。

(5) HSTペ グルか ら足 を離 して くだ さい。

HSTレ バー を 「中立」位置 に して くだ

さい。

(6) スロットルレバーを「<努」と「CI会 」

の中間位置にしてください。

刈刃クランチ 切

エンジン始動

中立位置

∋ スロットル レノミー

0急発進 し衝 突 日転落 の恐れ が あ り危険 です 。エ ンジ ン始動時は

HSTレ バ ー とHSTペ ゲル を中立位置 に して くだ さい。

▲危険
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作業の しかた

(7) チ ョー ク操作 を行 なって くだ さい。 チ ョーク
ポ

エンジツ

スイツチ 罪
冷機 時

暖機 時

(9)

いっぱいまで操作 (31い て全閉)し ます。

エ ンジンが始動 しない場合 に半分程度、

操作 します。

※エ ンジン始動後、チ ョー クは必ず元の位

置に戻 してください。

(8) エ ンジンスイ ッチにキーを差 し込み、

「始動」の位置まで回 し、エ ンジンを始動

させて くだ さい。

エ ンジンが始動 した ら直ちにエ ンジンス

イ ッチか ら手 を離 して くだ さい。

に翌コ 0エ ンジンのセルモータは大電流を消費 しますので 5秒以上の連続使用は

避けて ください。

● 5秒以内で始動 しない場合は、一旦キーを「切」の位置まで戻 し、 10
秒以上休上 してか ら再度同 じ操作を繰 り返 して ください。

●エンジン運転中は、キーを「始動」位置に しないで ください。

セルモータの故障の原因とな ります。

エンジン始動後は、スロッ トル レバーを

「運軍聾 」の位置へ戻 し、 5分程度、暖機

運転をしてください。

獲朝 0暖機運転を行なうことにより、エン

ジン ロHSTな どの寿命を延ば しま

す。

〇 スロットル レノミー

⑥

キ ー エンジンスイ ッチ

□

エ

▲ 擢彗 告・
暖機運転 中は、必ず駐車 ブ レーキペゲル を「ロック」位置 に して

ください。自然に動きだ し、思わぬ事故を招 く恐れがあります。
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作業の しかた

■エンジン停止の しかた

に朝 ●エンジンの停止は、エンジンスイッチで行なつて ください。

刈高 さ調整 レバーが「エンジン始動」位置以外の場合、座席か ら立ち

あがることで、安全スイ ッチが作動 し、エンジンが停止 しますが、こ

の場合、そのまま放置 してお くと、バッテ リが消耗 し、使用できな く

な ります。

(1) スロッ トル レバーを 「
襲余学」位置にし

てください。

(2) キー を 「切」位置に してエ ンジンを停止

し、キー をエ ンジンスイ ッチか ら抜 いて く

だ さい。

(3) 燃料 コンクを 「閉」位置 に して くだ さい。

万一、故障等 によ り、エ ンジンスイ ッチ

を 「切」位 置 に して もエ ンジンが停止 しな

い時は、燃料 コックを 「閉」位 置 に して、

エ ンジンが停止す るまで監視 して くだ さい。

⑤ スロットル レバー

エンジン

チ

キ ー エンジンスイ ンチ

0

燃料 コック

ヽ

0エ ンジンに接触ずると火傷する恐れがあ ります。エンジン停止

後、エンジン ロマフラー等、高温部には、冷えるまでさわ らな

いで ください。

▲警告

(4)

-30-



作業の しかた

■走行運転の しかた

(1) エ ンジンを始動 させて くだ さい。

(本書 27～ 29ペ ー ジ参照。)

(2) スロッ トル レバーを「

エンジンの回転数を上げ
≦必」側へ倒して、
てください。

〇
スロットル レノミー

-31-

●転落 H転倒する恐れがあります。路肩付近や軟弱地では十分注意

して使用 して ください。

●障害物に衝突する恐れがあ ります。進行方向の安全を常に確認

してください。

▲危険

0運転中、または回転中に回転部 (ベル トロプーリ等)に触れると

ケガをします。触れないでください。
▲警告

0本製品は一人乗 りです。座席以外に人が乗ると転落し、ケガをする

恐れがありますので、二人乗りはしないでください。

⑥

キ ー エンジンスイ ッチ

0

エ



作業の しかた

(3)

(4)

(5)

駐車ブレーキペダル を踏み込み、駐車ブ レ

ーキレバーの「ロック」を解除 してください。

HSTペ ダルを踏み込む と木機が走行 し

ます。ペグルを踏み込む量によつて無段階

に速度を調節することができます。

0前進 :HSTペ ダル前方を踏み込みます。

0後進 :HSTペ ダル後方を踏み込みます。

HSTレ バーを前後 に操作す ると本機 が

走行 します。レバーの操作量によつて無段階

に速度 を調節す ることができます。

0前進 :HSTレ バー を前方に倒 します。

0後進 :HSTレ バー を後方 に倒 します。

前進

HSTペグル

後進

HSTレ バ ー

●HSTペゲルを操作する場合は、HSTレバーを「中立」位置へ戻して

ください。

●HSTレバーを操作する場合は、HSTペ ゲルから足を放してください。

踏み込む

O

▲警告・黒濫飽と塁号巫靴郎‰縣捨微発沸 :

OHSTペ ダルの前進 日後進 を踏み まちがえた り、 HSTレ バー

の前進 日後進 を操作 しまちが えると衝突 口転倒す る恐れがあ り

ます 。踏み まちがえないよ う注意 して くだ さい。

獲 朝
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作業の しかた

▲危険・4聡能繊乳縦硯雑雛T髯費ず乳
「切」に して停止 して くだ さい。

■走行停止 (駐車 )の しかた

0緊急の場合には、駐車 ブ レーキベ ダル を踏み込む と、車体が急停止 し、

同時に HSTレ バーは「中立」位置 まで戻 ります。ギヤボ ックスに

負担 をか けないために通常は HSTレ バー を「中立」位置 に戻 して

停止す るよ うに して くだ さい。

●緊急時以外は HSTペ ゲルか ら足を放 して停止 して くだ さい。

駐車 ブ レーキペゲル とHSTペ ダル を同時に踏む と、ブ レーキの摩耗が

早 くな ります。また、 HSTが 故障す る恐れが あ ります。

獲 朝

(1)

(2)

HSTペ ダルから足を離 し、本機 を停止

させてください。

HSTレ バーで走行 している場合 は、

HSTレ バー を 「中立」位置に戻 し、本機

を停止 させ て くだ さい。

HSTペグル

0本機を駐車する場合は、平坦堅固な地面に駐車ブレーキペダル

を「ロック」しエンジンを停止し、キーを抜いて駐車してくだ

さい。やむを得ず、斜面に駐車する場合は、必ず歯止め (車

止め)を行なつてください。

撞 遠

↓

中立位置
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作業の しかた

(3) スロットルレバーを「q簾碁 」にしてエ

ンジンの回転を落としてください。

キーを 「切 」位置 に してエ ンジンを停止

し、キー をエ ンジンスイ ッチか ら抜いて く

だ さい。

駐車ブ レーキペダルを踏み込み、駐車ブ

レーキレバーを手前に引いてロックしてく

ださい。

〇

罪
O)色

D

スロッ トル レノミー

(4)

(5)

◎エンジン

チ

キ ー エンジンスイ ッチ

D

ロツク

駐車ブレーキレバー

踏み込む
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作業の しかた

■ 4輪駆動の システムについて

本機の走行駆動方式は油圧制御のオンデマン ド式 4輪駆動です。油圧制御で

自動的に 2輪駆動・ 4輪駆動を切 り替える方式 となっていますので、切替をする

必要はあ りません。負荷の状態・圃場の状態 (軟弱地など)に より切 り替わ ります。

●圃場が傾斜地の下 り坂で、すべ りやすい軟弱地などの場合、高速走行で旋回を

行なうと左の旋回半径が 1～ 2割程度右の旋回半径より大きくなることがあり

ますので注意 して作業を行なってください。

■牽引フックの使 いかた

牽引フックは、ぬかるみ等からの脱出時の自車牽引や、平地での台車等の牽引

に使用することが出来ます。

僅翠封  0牽 引作業は、本機の主要用途ではありません。台車等が牽引されてい

る場合、本機の通常の動作について、保証はできません。

●急発進、急停止は、機体の各部分に強い負荷を与え、破損の原因とな

る可能性があります。ゆっくりと発進、停止、走行 して ください。

0作業中 山作業直後の油圧機器は高温になっています。火傷に

注意してください。

0高温の油が噴出す可能性があるため、作業中・作業直後は

オイルキャップを外さないでください。

●油圧機器から噴出 日漏れた油は、高圧 日高温の可能性がある

為、手で触れないでください。まずエンジンを停止し、

冷えていることを確認後、点検などを行なってください。

▲危険

0斜面での台車の牽引は、転倒する恐れがあ り、非常に危険です。

平地でのみ使用 してください。

●転倒する恐れがあり、非常に危険です。急発進、急停止、高速

走行、急旋回は絶対に しないで ください。

▲危険
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作業の しかた

(1)

(3)

■デ フロック レバー操作の しかた

0通常走行時は、必ずデフロック レバー を「切」の位置 に して走行

して くだ さい。旋回半径が大 き くなるばか りでな く、タイヤの片

減 り、本体各部 にも高負荷がかか り故障の原因 とな ります。

ぬかるみや急な坂道な どでス リップす る場合は、デフロックレバーを操作 し

て後輪の回転差をなくす ことでス リップを回避 します。

(1) 車体を停止 させた状態で、デフロックレバー

を 「入」の位置にしてください。

(2) 車体 をゆつ くり走行 させて くだ さい。

僅 朝

リヤバンパーのフックを使い牽引します。

自車牽引 :牽引フンクにロープ等を掛けて

使用します。

台車牽引 :牽引フックを、台車等と接続 して

使用します。

獲 朔 0台車の重量 を含めて最大 300 k g

まで牽引可能です。

(最大牽 引力は、50kgfで す。)

ぬか るみ等か ら脱 出 した ら、車体 を停止

させ 、デ フロック レバー を 「切」の位置 に

戻 して くだ さい。

最大 :300k gま で

デフロックレバー

「切」

牽引フック

リヤバンパー

ー

デフロックレバー

「入」
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作業の しかた

■草刈作業の しかた

0エ ンジン運転中は、刈刃カバーに手や足を近づけた り踏

んだ りしないで ください。高速回転の刈刃で大ケガをし

ます。

●刈刃カバーを取外 した状態や、開けた状態では絶対に作

業をしないで ください。高速回転の刈刃で大ケガをしま

す。

●火災の原因とな りますので、排気管やマフラーなどエン

ジン周辺に、車や燃えやすいものが堆積 した時は、カバー

を取 り外 して車などを取 り除いて ください。取 り外 した

カバーは、元の位置に必ず取り付けてください。

▲危険

▲警告 ●刈草は本機右側の刈刃カバーか ら排出されますが、石 日

針金 J空 き缶等の異物は、刈取部全周よ り飛散 し、周囲

(人 や動物、建物、自動車等)に被害を及ぼす恐れがあ

ります。作業前に異物は取除き、安全に注意 して作業を

行なってください。

●草刈作業中は、作業範囲内に人 (特 に子供)、 車両等が

入 り込まない様、車刈 り作業中である旨の立て札やガー

ドロープを張る等 して、半径 10m以 内にこれ らのもの

を近づけないで ください。

● 25° 以上の傾斜地や、地面に凸凹の多い所、軟弱な路

肩等、危険な場所での車刈作業は行なわないで ください。

無理な姿勢での運転による操作 ミスや転倒の恐れがあ り

ます。

●刈刃にからみついた草や針金その他異物を取 り除 くとき

は、必ずエンジンを停止 し、刈刃の回転が止まっている

ことを確認 した後に して ください。

●作業中、障害物に当った時は、す ぐにエンジンを停止 し、

異常があれば直ちに修理をして ください。修理 しないま

ま作業を再開すると思わぬ事故につなが ります。
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作業の しかた

0刈草作業前 に、刈刃に欠 け、割れ等の異常がないことを、必ず

確認 して くだ さい。

●作業中、縁石や切株等に刈刃が 当た り衝撃があつた場合 には、

す ぐにエ ンジンを停止 し、刈刃、ナイフブ レー ド及び締付 けボ

ル トに曲が りや割れ、摩耗が生 じていないか点検 し、異常があ

ればただちに修理 を して くだ さい。修理 を しないまま作業を再

開す ると、思わぬ事故につなが ります。

●刈刃同様 、ナイ フブ レー ドも消耗 します。曲が りや割れ、摩耗

等が認め られ ない場合でも、 100時 間使用、も しくは刈刃 2

回交換ごとのいずれか早い方で交換してください。

▲警告

0作業衣は、長袖の上着に裾を絞 つた長ズボンを着用 し、滑

り止めのついた長靴や、帽子またはヘルメッ ト、保護メガ

ネを必ず着用 して ください。

●木の下の作業時は、木の枝等に接触 し、ケガをする恐れが

あります。低速走行で、十分注意 して ください。

●初めて本機を使用するときは、石等の異物のない平坦地を

選び、刈 り跡が少 し重複するようにゆつくりとまつす ぐ刈

って ください。

●障害物の枕刈 りのときは、木 口柱、およびほかの障害物を

常に車体の左側に位置させて ください。右側に位置させる

と、刈刃の回転によりは じいたものが跳ね返つて くる可能

性があり大変危険です。

▲注意

(1) 刈刃カバーが閉 じてい ることを確認 して

エ ンジンを始動 して くだ さい。

(本書 27～ 29ペ ー ジ参照。)

⑥

キ ー エンジンスイ ンチ

D

エ
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作業の しかた

(3) スロットルレバーを「≦秀」位置にし、
エ ンジン回転 を上げて くだ さい。

低負荷作業する場合にはエコ ドライブを

ご使用 ください。

(本 書 42ページ参照。)

⑤ スロッ トル レバー

◎手イオイ

(4) 刈高 さ調整 レバー を 「100」 の位置 に

調整 して くだ さい。

に朝 ●刈高さ調整 レバーを操作する際は、必ず レバーを座席側へ傾け

「ロック」を解除 してか ら上下操作をして ください。「ロック」

を解除 しないで無理に操作すると故障の原因とな ります。

(5) 刈刃クランチ レバーをゆっくりと「入」

の位置に倒す と、刈刃が回転を始めます。

に翌】 0刈 高 さ調整 レバーが 「エンジン始動」の位置では、刈刃クラッチ レバー

の操作 はできません。無理 に操作す ると故障の原因 とな ります。

刈高さ調整 レバー

100

刈刃クラッチ レバー

入
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作業の しかた

(6) 必要に応 じて、刈高 さ調整 レバー を操作

し、刈高 さを変更 して くだ さい。

に妻]● 刈刃の回転時 と停止時では、刈刃の

高 さは異 な りまず。 (回 転時の方が

高 くな ります。)ま た、刈取作業す

る地面の状態 で、刈高 さは変化 しま

す。右表 は、回転時の刈高 さ目安です。

(7) HSTペ ダル またはHSTレ バー を操作

して、低速走行 で運転 して作業 を始 めて く

だ さい。

(8) エンジン負荷が大きい (草が多い)場合は速度を落 として作業するか、

刈高 さを変えて 2回刈 をしてください。

(9) 作業終了は前述 (作業 開始手順)と 逆の手順 で行なって くだ さい。

刈高 さ

調整 レバー位置
刈高さ (目 安 )

100 100mm

80 80mm

60 60mm

40 40mm

30 30mm

20 20mm

10 10mm

0石や地面の凹凸の多い所では、作業前 に これ らをできる限 り

取 り除 き、安全のため通常 よ りも高刈 りで作業を行なつて

くだ さい。ナイ フが欠 けた り、石などが飛散 して危険です。

▲警告

0前輪が穴や溝に落ち込んだ場合は、ハン ドルをむやみに回 し

た リハン ドルを引張ることは しないで、必ずエンジンを停止

して本製品を持ち上げて脱出 して ください。故障の原因と

な ります。

柱 童

▲ 注 意
。作業終了後、本機より降車する場合は、平坦堅固な地面で、

刈刃クラツチ レバーを「切」に し、駐車ブレーキペゲルを

「ロック」 しエンジンを停上 し、キーを抜いて ください。
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作業の しかた

①走行を停止してください。

↓

②刈刃クラッチレパーを「切」にしてください。

↓

③刈高さ調整レバーを「エンジン始動」位置にしてください。

↓

④スロットルレバーを「
会 」の位置にしてください。

↓

⑤冷却運転後、エンジンを停止してください⑤

■エンジン排気管周辺の掃除の しかた

エ ンジン排気管周辺 に草や燃 えやすい ものが堆積 してい ると火災の原 因に

な ります。作業前に確認 を行 ない、堆積 している場合 は、取 り除いて くだ さい。

(1)

(2)

エンジンカバーを開けます。

(本書 20, 21ペ ージ参照。 )

エ ンジン右側 のハイ キパイプカバー を外

します。 (M6チ ョウナ ッ ト2箇所 )

排気管周辺 を確認 し、草や燃 えやすい もの

が堆積 していた ら取 り除いて くだ さい。

ハイキパイプカバー

チョウナット
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0機体がわずかに動くことがあります。機体から離れるときは、

必ず駐車ブレーキをかけてください。
▲危険

0エ ンジン排気管周辺の掃除は、高温部が完全に冷えてか ら行なっ

て ください。火傷の原因にな ります。

●取 り外 したカバーは元の位置に必ず取 り付けて ください。

思わぬ事故につなが ります。

▲危険

(3)



作業の しかた

■エコ ドライブの使いかた

エコ ドライブとは、搭載エンジンの最も燃料消費の少ないエンジン回転域を

使っての草刈作業を表 します。

エコ ドライブ時は最高回転時 と比較 して、約 20%燃 料消費量が低減 します。

低負荷作業をする場合にはエコ ドライブをご使用 ください。

に 朝 0エ コ ドライブ時は最高回転時と比較して、馬力が 1割程度ダウンします。

エコドライブ中にエンジン回転が頻繁にダウンしたり、エンス トするよ

うな作業条件の場合は、エンジン回転を最高に上げて作業してください。

(1) エ ンジンを始動 します。

(本書 27～ 29ペ ー ジ参照。)

(2)

(3)

スロッ トル レバーをエコランプが点灯する

位置までエンジン回転を上げてください。

エコランプの点灯する位置が、最も燃料

消費が少ないエンジン回転の 目安にな りま

す。

⑤ スロッ トル レバー

草刈作業の しかたに従って作業 してくだ

さい。 (本書 37～ 41ページ参照。)
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■シー トスライ ドの使 いかた

木の枝下等の車刈作業時に、座席 (シー ト)を右横にスライ ドすると、楽な

姿お勢で枝等をよけなが ら作業が行なえます。

(1)

(2)

シー トスライ ドレバーを上に引くと、座

席を横にスライ ドできます。

シー トスライ ドレバーを放 し、座席が

「ロック」 されていることを確認 してく

ださい。

シー トスライ ド/

シー トスライ ドレバー

固定を確認

0傾斜地や凸凹の地面では、転倒す る恐れが あ ります。 この

場合は、座席 を機体 中央の位置に して乗車 して くだ さい。

▲危険

0座席は 2段階でスライ ド調節できます。緊急時に駐車ブレ

ーキペゲルを踏み込んで走行停止できる位置に調節 して く

ださい。

●走行 しなが ら、シー トスライ ドの操作を行 うと、転落 し、

大ケガをする恐れがあります。必ず駐車 した状態で操作を

行なって ください。

▲警告
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作業の しかた

(3) 座席に座 り、駐車ブ レーキペダルを 「ロ

ック」位置まで踏み込めることを確認 しま

す。踏み込めない場合は、座席を機体中央

側に 1段ずつ戻 し、駐車ブ レーキペグルを

踏み込める位置に調節 します。

運転中は、座席右横のシー トグ リップを

握 り、 しつか りと体をささえてくだ さい。

刈高さ調整 レバーを 「エンジン始動」の

位置にしてください。

シー トグリップ

(4)

■緊急時の移動の しかた

エ ンジン トラブル等 によ り、本機 を通常操作によ り走行 させ ることができな

くなつた場合 には、下記 の手順 に従 って本機 を移動 させて くだ さい。

(1) 駐車ブ レー キをロック して くだ さい。

(2) 刈高 さ調整

レノミ‐一

エンジン始動

踏み込めること

調整

,

▲ 片巳 F父  o傾斜地での手押し移動は行なわないでください。本機の自重

で走行 して しま うため、非常に危険です。
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(3)

(4)

TMク ラッチ レバー と「切」の位置に し

てください。
ー

TMク ラッチ レバー

駐車ブ レーキペダルを踏み込み 「ロック」

を解除 します。

ゆつくりと移動 させることができます。

優判  0油 圧回路がつなが った状態です。油圧抵抗が あ りますので、ゆ っ く

りと移動 させて くだ さい。

●本機 を牽 引 して移動 させ る場合は、 TMク ラ ッチ レバー を「切」 に

し、必ず前輪を浮かせた状態で牽引 して ください。

そのまま牽引すると、油圧回路が故障する恐れがあります。

●手押 し移動後は、必ず TMク ラッチ レバーを「入」に してください。
「切」に したままで走行すると、傾斜地や地面の凹凸の多い場所で、

走行できな くな ります。また故障の原因とな ります。

踏み込む

⑤
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■刈刃カバー洗浄の しかた

に朝 ●刈刃カバー内側の洗浄を簡単に行なう機能です。ただ し、刈刃カバ

ー内のよごれの状態によ り完全に洗浄できない場合があります。

その場合、再度刈刃カバー洗浄を行なうか、水道ホース等で洗浄 し

て ください。

●刈刃を回転 させますので、水道ホースが刈刃に巻き付かないように

注意 して ください。

(1) 駐車ブ レーキペ ダル を 「ロック」位置 に

します。 (本書 18ペー ジ参照。 )

(2) 刈刃カバー洗浄用パイプに水道ホースを

つなざます。

差込 口の大きさは 2段 階になっています。

水道ホースのサイズに合わせて差込んでく

ださい。

つなぎがゆるい場合は、ホースバ ン ド等

で固定 して ください。

0刈刃カバー洗浄をするときは、安全を確認して行なつてく

ださい。

①地面が平坦で障害物が無いことを確認してください。

②作業者以外の人、特に子供を近づけないでください。

③刈刃カバーを必ず閉めてください。

④作業者は座席に座つて刈刃カバー洗浄を行なつてくださ

い 。

※安全を確認せずに刈刃カバー洗浄を行なうと、思わぬ傷害事故を

引き起こすことがあります。

▲警告

刈刃カバー洗浄用パイプ

p

差込 口

内径 13mmパイプ用

6mmパイプ用

(3)水道 ホースに水 を流 します。

-46-



作業の しかた

(4) エ ンジンを始動 し、ス ロッ トル レバーを

◇ 」側へ倒 してエ ンジン回転 を最高

回転 に します。

(本書 27～ 29ペ ー ジ参照。 )

(5) 刈高 さを 100に 調整 します。

(6) 刈刃クランチレバーを 「入」にす ると、

刈刃カバー内の洗浄が行なえます。

(7) 約 3分程度水 を流 します。

カバー内のよごれ度合いによ り、水 を流

す時間を延長 して くだ さい。

(8) 刈刃 クラッチ レバー を 「切」 に し、刈高

さ調整 レバー を 「エ ンジン始動」位置 にも

どし、スロットルレバーを 隆軍碁 」の位

置にしてエンジンを停止してください。

「

(9) 水 を止 め、刈刃カバー洗浄用パイプか ら

水道 ホースを外 します。

(10) 刈刃カバー洗浄だけでは落 ちない よごれ

は、最後 に水道ホースを使 ってよごれ を落

として くだ さい。

に朝 ●刈刃カバー洗浄後、洗浄用パイプ内に水が残っています。水道ホー

ス を外 した後、刈刃 を高回転で空回 しして くだ さい。洗浄用パイ プ

内の水気を切 ると機体が長持 ち します。

100
刈高 さ調整

レノミ‐一
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点 検 整 備

0給油及び点検をするときは安全を確認して行なってください。

①車両を平坦な広い場所に置いてください。

②エンジンを止め、キースイッチからキーを抜いてください。

③駐車ブレーキペダルを「ロック」してください。

※ 安全を確認せずに点検整備をすると、思わぬ傷害事故を引き起こすことが

あります。

▲警告

優 期 0点検や整備を怠ると事故の原因となることがあ ります。本製品の正

常な機能を維持 し、いつも安全な状態で運転または作業をするため

に、く定期点検整備箇所一覧表)を参考に点検 口整備を行なつて く

ださい。

●年次点検は 1年 に 1回 、月例点検は lヶ 月に 1回 、始業点検は作業

を開始ナる前に毎日、点検を行なうように して ください。

● く定期点検整備箇所一覧表)の 中には、専門的な知識を必要とする

ものや所定の工具や計器が必要なものが含まれています。お客様自

身で実施できない点検内容については、「お買いあげ先」へ依頼 し

て ください。

く定期点検整備箇所一覧表)

項   目 点 検 内 容

点検時期

備  考始

業
月

例

年

次

本

体

・
原

動

機

始動性
・エンジンのかか り具合および異音の

有無を調べる

始動が容易で、異音

がないこと。
O O ○

回転

の状態

アイ ドリング時および無負荷最高回

転時の回転数を調べる。また、回転

が円滑に続 くか調べ る。

正規の回転数である

こと。

回転が円滑に続 くこ

と。

○

「お買いあげ

先」へ点検を

依頼 してくだ

さい。

・スロ ッ トル レバー操作時 (ア イ ドジ

ング～全 開 )、 ス ロ ッ トル レバーの引

つかか り、お よびエ ンジン停止・ ノ

ッキングの有無 を調べ る。

引っかか り・エ ンジ

ン停止、または ノッ

キ ングがない こ と。

○ O ○
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(定 期点検整備箇所一覧表〉

項   目 点 検 内 容

点検時期

備  考始

業

月

例

年

次

|

本

　

体

原

　

動

　

機

排気

の状態

・エンジンを十分に暖機した状態で、アイドリン

グ時から高速回転時まで排気色および排気音
の異常の有無を調べる。

排気色および排気音が

正常であること。
○ ○ ○

・排気管、マフラー等からガス漏れの有無を調べ

る
ガス漏れのないこと。 〇 O

エ ア

ク リー ナ

ケースの亀裂・変形、およびふた部、接続管の

緩みの有無を調べる。

ケースの亀裂・変形、
またはふた 。接続管に

緩みがないこと。

○ ○

フォームエレメント・ペーパーエレメントの汚
れ、および損傷の有無を調べる。

著しい汚れ、または

損傷がないこと
O O ○

清掃/交換

61ページ

締付 け

・シリングヘンド・マニホール ドの締付け部のボ
ル ト、およびナントの緩みの有無を調べる。

*これらの部分からガス漏れや水漏れが認められ
ない場合は、この検査を省略してもよい。

緩みがないこと。 ○

弁隙間

・弁隙間を調べる。
*弁隙間の異常による異音がなく、エンジンが円

滑に回転している場合は、この検査を省略し

てもよい。

正規の弁隙間である
こと。

①

「お買いあげ

先」へ点検を

依頼してくだ

さい。

圧縮圧力

・圧縮圧力を調べる。
*アイドリング時、および力日速時の回転状態、な
らびに排気の状態に異常がなければこの検査
を省略してもよい。

正規の圧縮圧力である

こと。
○

「お買いあげ

先」へ点検を

依頼してくだ

さい。

エンジン

マ ウン ト

エンジンベースの亀裂、および変形の有無を調
べる。

亀裂、または変形が

ないこと。
○ O ○

・取付けボル ト、およびナットの緩み・脱落の有
無を調べる。

緩み、または脱落が

ないこと。
O ○ ○

原
　
　
動
　
　
機

潤滑装置

油量、および油の汚れを調べる。
油量が適正で著しい

汚れがないこと。
○ ○ O

点検/交換

52-55へ
°―シ

゛

・ヘンドカバ~・ オイルパン・パイプ等からの油
漏れの有無を調べ る。

油漏れがないこと。 ○ ○ ○

燃料装置

・燃料タンク・ホース・パイプ等からの燃料漏れ
の有無を調べる

燃料漏れのないこと。 ① ○ ○

燃料ホースの損傷、および劣化の有無を調べる(

損傷、または劣化が

ないこと。
○ O ①

燃料コックの汚れ、および劣化の有無を調べ

る。

著しい汚れ、または

言吉まリカゞないこと。
○ 〇

点検/清掃

62ページ

原

　

動

　

機

電

機

装

置

点火

プラグ
電極の消耗状態・カーボン堆積の有無を調べる(

消耗がなく、カーボン

堆積がないこと。
○

点検/清掃

61ページ

バッテリ

電解液の量が規定の範囲にあるか調べる。 規定範囲にあること。 ○ O
点検/補給

80ページ

・端子部の緩み、および腐食の有無を調べる。
緩み、または著しい

腐食がないこと。
○ ○

酉己和泉
接続部の緩みの有無を調べる。 緩みがないこと。 O ○

・配線の損傷の有無を調べる。 損傷がないこと。 O O
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(定 期点検整備箇所一覧表〉

項   目 点 検 内 容

点検時期

備  考始

業

月

例

年

次

動

力

伝

達

装

置

Vベル ト

外観の損傷、および汚れの有無を調べる。
損傷がなく油脂類の付着

がなヤヽこと。
O ○

・Vベル トの張りについて調べる 適正な張りであること。 ○ O
点検

63,65ページ

トランス

ミッション

・前進、および後進状態にして走行し、作動状

態 。異音・異常発熱の有無を調べる。

異音および異常がなく作

動が正常であること。
O ○ O

ケ=ス内の油量を調べる。 油量が適正であること ○ O
点検/交換

56ページ

・ケース周辺からの油漏れの有無を調べる。 油漏れのなきこと。 ○ O ○

HST

フロント

アクスル

・HSTオ イルタンク内の油量を調べる。 油量が適正であること O ○ O 57ページ

油の汚れを調べる。 著しい汚れがないこと O ○

・ケース・ホースなどからの油漏れの有無を調

べる。
油漏れのないこと。 ○ ○ O

変

速

装

置

HST
ペダル

HST
レノミ‐―

・走行時、HSTペ グル・ レバーを操作した

時、作動が適正であることを調べる。
作動が適正であること。 ○ ① O

ペグル・レバー取付け部に緩み、またはガタ

がないか調べる。

緩みまたはガタがない

こと。
O ○ O

走

行

装

置

ハンドル
(ス テアリング

ホイール)

走行時、ハンドルを左右に回して、ハンドル

にガタが無く、確実に切れることを調べる。

ガタが無く、確実に切

れること。
O O O

タイヤ

ホイマル

・タイヤの空気圧およびラグの高さを調べる。 基準値内であること。 ○ ○
点検

63ページ

・タイヤ、ホイールの亀裂・損傷・偏摩耗の

有無を調べる。

亀裂・損傷・偏摩耗が

ないこと。
○ ○ O

・タイヤの表面に金属片・石 。その他の異物

のかみ込みがないことを調べる。
かみ込みがないこと。 O ○ O

ホイールボル トの緩み・脱落の有無を調べ

る。
緩み・脱落のないこと。 ○ ○ O

車軸部のガタ・異音、および異常発熱の有無

を調べる。

ガタ・異音・異常ヌ九(熱

がなヤヽこと。
○ O

制
動
装
置

ブレーキ

・ル ーキの効きを調べる。 機体が停止すること。 ○ ○ ○
点検/交換

68,69ページ

・駐車ブレーキペグルの遊びが適切であること

を調べる。
遊びが適切であること。 O ○ ○

調整

68ページ

ロッド・

リンク・

フイヤ類

・ロッド・リンク、およびワイヤ類の損傷、な

らびに取付け部の緩みの有無を調べる。

損傷、または緩みがな

いこと。
○ ○ O

車
体

車体

カバ ー

車体、およびカバーの亀裂・変形

ボル ト・ナットの緩み・脱落の有無を調べる。

亀裂・変形、およびボ

ル ト・ナットの緩み・

脱落のないこと。

○ O
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作業の しかた

(定期点検整備箇所一覧表 )

(給油 日給脂 “注油 日給水一覧表〉

※オイル交換時の廃油については地方自治体の指示にしたがい適切な処理をして ください。

-51-

項   目 点 検 内 容

点検時期

備  考始

業

月

例

年

次

灯
火
装
置

前照灯

エンジンを始動して、ライ トスイッチを操作
した時、正常に点灯・消灯することを調べ

る。

正常に点灯・消灯する

こと。
○ O ○

レンズの破損、および水等の侵入がないこと

を調べる。

破損、および水等の侵

入がないこと。
O ○

安全
スイ ッチ

エンジン始動時、安全スイッチが正常に作動
することを調べる。

正常に作動すること。 ○ O O 点検/調整

71-74
ページ

・エンジン運転中、安全スインチが正常に作動

することを調べる。
正常に作動すること。 ○ O ○

刈
　
刃
　
部

ナイ フ

(刈 刃 )

刈刃の割れ、摩耗がないことを調べる。
割れ・異常摩耗が無い

こと。
○ O O

点検/交換
75ハ彰79

ペー ジ

・刈刃取付ポル トの頭部の摩耗具合を確認する。基準値以下のこと。 ○ ○ ○

・刈刃取付ナットの緩みの有無を調べる。 緩みが無いこと。 ○ O ○

ナイ フ

ブ レー ド

・ナイフブレー ドの変形・亀裂の有無を調べ

る。

変形・亀裂が無いこ

と。
O O O

・ナイフル ー ド取付ボル ト・ナットの緩みの

有無を調べる。
緩みが無いこと。 ○ O ○

項 目 推 奨 品 補 給 (交 換 )時 期 容 量 参照ページ

燃 料
自動車用

無鉛ガソリン
随時 14リ ッ トル 26ページ

エンジンオイル

ガ ゾ リン

エ ンジンオイル

SAE 10W-30
API SF級 以 上

補

給

毎日点検

※不足時に補給
1.6リ ットル

フィルタ交換時
1.8リ ットル

52-55
ページ一父

換

100時 間毎もしくは

1年毎の早い方

トランスミッション

オイル

ギヤーオイル

SAE 80W-90
一父
換

初回  :50時 間
1.6リ ットル 56ペー ジ

2回 目～ :500時 間毎

フロン トアクスル

HSTオ イル

デ ィーゼル

エ ンジンオイル

SAE 10W-30
API CD級 以上

補

給

毎日点検

※不足時に補給

6.4リ ットル
57-59
ペ ー ジ一父

換

初回  :50時 間

2回 目～ :200時 間毎

もしくは 1年毎の早い方

各給月旨箇所
リチューム系

一般グリース

6ヵ 月毎

※必要に応じ給脂
適 量 60ページ

バ ッテ ジ液 蒸留水
毎月 J点検

※不足時に補給
適 量 80ページ



作業の しかた

(1)

■エ ンジンオイルの点検 日交換 E給油

0点検の しかた

シー トを前方に倒 し、シー ト下、左後 ろ

隅のノブボル トを外 して くだ さい。

HSTレ バーの内側 のフックを押 し下げ

てHSTレ バーを取 り外 して くだ さい。

(2) シー トを元の位置 に戻 し、取 り外 した

HSTレ バーは、刈刃カバーのスタン ドに

差 し込んで くだ さい。

(3) シー ト前部 を持 ち、 ゆっ くりと後方 に

エ ンジンカバーを開いて くだ さい。

HSTレ バ ー

スタン ド

●エンジンカバーにはさまれケガをする恐れがあります。

エンジンカバーを開ける時は、必ず風のあたらない堅固な

平坦地で行なつてください。

▲警告

HSTレ バーシー ト

フック

ノ[デオラレト

シー ト

f

◎ ◎
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作業の しかた

(4) エンジンの給油栓を外 し、給油栓につい

ているオイル レベルゲージをきれいな布で

ふいてください。

(5) 給油栓 を差 し込み、再度 引抜 いて くだ さ

い 。

優朝 ●給油栓はね じ込まずにオイル量を点検 します。

(6) エ ンジンオイル量 を点検 し、不足 してい

る場合 はオイル レベルゲー ジの 「FULL」
位置までゆっ く りと補給 して くだ さい。

(7) エ ンジンオイルの汚れ を点検 し、汚れが

ひ どい場合 はエ ンジンオイル を交換 して く

だ さい。

(8) エンジンカバーを閉じる時は逆の手順で

閉 じます。

HSTレ バーを取 り付けるときは、確実

に奥まで差 し込み、フックで固定 されてい

るか確認 してください。

(カ チ ンとい うロツク音で確認 して くださ

い )

に塾封 0フ ツクを押さえないでHsTレバーを

外側へ引張り外れないことを確認して

ください。

確実な取付ができていない場合、HS
Tレバーがガタつくことがあります。

給油栓

セ

上限 (FULL)

下限 (ADD)

フック

奥まで差 し込む

カチッ
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作業の しかた

優 瑚

●交換の しかた

オイルを受け取る適当な容器 を用意 し、

本機左後輪内側 ドレンホース下へ配置 しま

す。

(2) エンジン左前のドレンボル トをネジ山が

2～ 3山見える程度 (∋ ドライバーまたは、

10mmス パナで緩めて、オイルを排出 し

てくだ さい。

(3) オイルを抜き終わつた ら、元の通 りに ド

レンボル トをしつか りと締付けてください。

(4) 給油栓 を取外 し、指定のオイル をオイル

レベル ゲージの 「FULL」 位 置までゆつ

くりと給油 して くだ さい。

(5) エ ンジンオイル給油後、オイルがに じみ

でない よ うに、給油栓 は しっか りと締付 け

て くだ さい。

0エ ンジンオイル交換は、 100時 間毎もしくは 1年毎のいずれか早い

時期を目安に交換 して ください。

(1)
ドレンホース

容器

グ

タ

ド

√

ドレンボル ト

給油栓

セ
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作業の しかた

■エンジンオイル フィルタの交換

優妻瓢 0オイルフィルタは、 100時間毎、または 1年 毎に交換してください。

●オイルフィルタの取付は、工具を使わず手で行なってください。

(1) エ ンジンオイル を抜 き取 つて くだ さい。

(本書 54ペ ー ジ参照。 )

(2) オイル フィルタ接続部の下にプラスチ ッ

ク製の容器を置いてくだ さい。

饉 朝 0電気部品の上 に置 く容器 です。シ ョ

ー トに注意 し、電気導通 しない容器

を使用 して くだ さい。

(3) オイル フィル タを反時計方向に回 し、取

外 して くだ さい。

※市販 のフィル タ レンチを使用 して、取外

して くだ さい。

(4) 新 しいオイルフィルタのシール部 (ゴ ムパ ッキン部)に きれいなエンジン

オイルを薄 く塗ってください。

(5) 新 しいオイルフィルタをシール部 (ゴ ムパ ッキン)が取付け面 イこ接角虫

するまで、時計方向に回し、さらに3/4回転だけ手で締付けてください。

(6) 給油栓 を取外 し、指定のオイル をオイル レベル ゲー ジの 「FULL」 位置

までゆっ くりと給油 し、給油栓 を しっか りと締付 けて くだ さい。

(本書 53ペ ー ジ参照。 )

(7) エ ンジンを低速で約 3分 間運転 した後、オイル フィル タ取付 け面にオイル

のに じみがないか確認 して くだ さい。

エ ンジンを停止 させ 、 しば らく放置後 (約 10分 )、 オイル量 を再度点検

し、必要であれば補給 して くだ さい。

オイルフィルタ

″ｒ
ｉ
　
　
ｔ
．

r

:

を
■
　
す

∵
〔一．

転一　・・

(8)
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作業の しかた

に 朝

■ ミッシ ョンオイルの点検 口交換 B給油

●ミッションオイルの交換は、初回は 50時間 目、それ以降は 500

時間毎を目安に交換 してください。

0点検の しかた

(1) ミッシ ョンケース左後方の検油ボル トを

外 して、検油穴 (検 油ボル トの位置)ま で

オイルが入つているかどうか確認 して くだ

さい。

(2) オイルが不足 している場合 は給油栓 を外

し、検油穴 (検油ボル トの位置)ま で指定

のオイル を補給 して くだ さい。

(3) 補給後 は、検油ボル トを しつか りと締付 け、給油栓 を取付 けて くだ さい。

0交換の しかた

(1) オイルを受け取 る適当な蓉器を用意 して

ください。

ドレンボル トを取外 し、オイルを排出 し

てください。

(3) ドレンボル トを しつか りと締付けて くだ

さい。

(4) 検油ボル ト、お よび給油栓 を取外 し、検油穴 (検油ボル トの位置)ま で指

定のオイル を給油 して くだ さい。

(5) 給油後は、検油ボル トを しつか りと締付 け、給油栓 を取付 けて くだ さい。

(2)

⑬

検油ボル ト給油栓

／

／
／

ドレンボル ト
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作業の しかた

■HSTオ イル Eフ ィルタの点検 日交換 日補給

優裂コ ●HSTオ イル Eフ ィルタの交換は、初回は 50時間目それ以降は、

200時 間毎もしくは 1年毎の早い方を目安に交換 して ください。

●HSTオ イルを入れすぎるとオイルがキャップよりあふれることが

ありますので入れすぎないように注意 して ください。

●HSTオ イルは、指定のオイル以外を入れないで ください。

異種オイルを混合させると、故障の原因とな ります。

0点検の しかた

(1)

(2)

(3)

エ ンジンカバー を開け、HSTオ イル タ

ンクの側面 (機体後方)か らオイル量 を点

検 します。

HSTタ ン ク 側 面 の ADDラ イ ン か ら

FULLラ イ ンの間にオイル油面があるこ

とを確認 して くだ さい。

HSTオ イル

タンク

― FULL一
一ADD―

不足 してい る場合 は、指定のオイル を、HSTタ ンク側面の FULLラ イ ン

まで補給 して くだ さい。
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作業の しかた

●交換の しかた

(1) HST下 面の ドレンプラグを外 して、

オイル を抜 き取 ります。

ドレンプラグは 3/8イ ンチ六角 レンチ を

使用 します。

(2) フロン トアクスル の左右 にあるエア抜 き

プ ラグ と ドレンプ ラグを外 して、オイル を

抜 き取 ります。

(3) HSTと フロン トアクスル左右の ドレン

プ ラグを しつか りと締 めつ けて くだ さい。

オイル フィル タの上下のバ ン ドを外 して

オイル フィル タを交換 して くだ さい。

HST ドレン

プラグ

/

U

ｒ
ｌ

＼

エア抜きプラグ

ドレンプラグ
獲朝 0プラグに付属のシール座金の紛失

に注意 して くだ さい。

OHSTオ イル交換時にはユニ ッ ト、オ イルタンク内に劣化 したオイル、

スラッジ等の沈殿物 、水分等が混入 しています。オイルタンク内の

スラッジ等の沈殿物 はきれ いに取 り除 いて くだ さい。

(4)

獲期 ●オイルフイルタの上下の向きに

注意 して元の通 りに取 り付けて

ください。

バンド

③

オイァレフィァレタ

上

上

下
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作業の しかた

(5) 指定のオイル をオイル タンクの FULL
ライ ンまで給油 します。

(6) フロン トアクスル のエア抜 き穴か らオイ

ルが出て くるのを待 ってエア抜 きプラグを

締 め付 けます。 10～ 20分 程度 の時間が

かか ります。

オイル タンクの FULLラ イ ンまで再度

指定のオイル を給油 します。

(7) エ ンジンをかけ暖機運転 を行 ないます。

(8) エ ンジン回転 はアイ ドリングで、HST
ペ ダル またはHSTレ バー を少 しだけ傾 け

て 10回程度前後進 を繰 り返 します。

に朝 ●油圧回路全体にオイルがまわって

いない為、エンジン回転を上げた り

HSTペ ダルまたは HSTレ バー

を大きく傾けることは しないで く

ださい。故障の恐れがあります。

(9) エンジン回転を最高回転まで上げて、H
STペグルまたはHSTレ バーを傾 けて、

10回程度前後進を繰 り返 します。

オイルタンクのオイルが減っていれば、

FULLラ インまで再度給油を行なってく

ださい。

エア抜き穴 ヒ /

ｒ
ｌ

＼
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作業の しかた

獲 瑚

■各部へのグ リスア ップ

0グ リスアップがおろそかになると、焼き付きや、錆ぴ付きの原因と

な り、回転や作動が円滑に行なわれな くな りまずので、定期的にグ

リスアップを行なつてください。

0グ リスニップル取り付け箇所へは

必ず定期的に注油を行なつてくだ

さい。

0グ リスニップルは下図の位置にあります。

グリスニップル

ゝ

尋

(1)刈 刃上下アー ム支点部 (左右 )、 ブ レーキペ ダル支点 (合 計 9箇所 )

傷 含

(2)刈 刃主軸 (1箇 所 ) (3)HSTペ ダル支点 (1箇所 )

0

(4)セ ンター ピン (2箇所)、 リンクアーム支点 (1箇 所 )
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作業の しかた

各 部 の 点 検 B整備 B調 整 の し か た

■エアクリーナ ロ吸気スクリーンの清掃のしかた

便雹醒コ 0エ アクリーナを外したままエンジンを始動させないでください。

ゴミやホコリを吸い込み、エンジン不調や、異常摩ネ毛の原因となります。

(1) エ ンジンカバー を開けて くだ さい。

(本書 20, 21ペ ー ジ参照。)

(2)

吸気スクリーン

エアクリーナ
セ

点火プラグ

七

付属 の 「エ ンジン取扱説 明書」の指示 に

したがって、エアク リーナ・吸気ス ク リー

ンの点検・清掃・交換 を行 なって くだ さい。

■点火プラグの点検 日調整のしかた

(1) エ ンジンカバーを開けて くだ さい。

(本書 20, 21ペ ー ジ参照。)

付属の 「エンジン取扱説明書」の指示に

したがつて点火プラグの点検 。調整 を行な

って ください。

獲朝 0搭載エンジンはV型 2気筒です。点火プラグの点検 日交換は、 2本

同時に行ない、片側だけの清掃、および交換は しないで ください。

エンジン不調の原因とな ります。

-61-

0エ アクリーナ H吸気スクリーンが草層等で目詰ま りを起 こした

まま、作業を続けると、出力不足や燃料消費が多 くなるばか り

でな く、排ガス温度が上昇 して燃料への引火爆発 日火災の原因

とな り大変危険です。必ず定期的な清掃を励行 して ください。

▲危険

(2)



作業の しかた

■燃料コックの清掃の しかた

● 50時間使用毎に燃料コック内部を清掃 して ください。

●作業は燃料コックを「閉」に してか ら行なつて ください。

僅 期

(1) ハ ン ドル下のステ ンプカバ~の後イ貝llを

持ち上げて、ステ ップカバーを外 します。

(2) 燃料 コンクを 「閉」 に し、燃料 フィル タ

ポ ッ トを外 し、燃料 フィル タポ ッ ト内部 、

お よび フィル タを引火性 の低い灯油等 の溶

剤で洗浄 し、エア吹 き して乾燥 させて くだ

さい。

(3) 燃料漏れがない よ う元の通 りに確実 に組

み付 けて くだ さい。

(4) 燃料 コックを 「開」に して くだ さい。

ステンプカバ~

燃料 コック

■燃料ホース ロHSTオ イルタンク接続ホースの点検

獲朝 0燃料ホースなどのゴム製品は、使用 していな くても、時間とともに

徐々に劣化 していきます。ホースバン ドと共に、 2年 毎、または劣

化により傷んだ時に、新品と交換 して ください。

●くわえたばこや裸火照明で作業を行なわないでください。

引火爆発 口火災の原因となります。
▲危険

燃料 コック
閉

フィルタ

燃料フィルタポット
鰻
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作業の しかた

(2)

■タイヤの点検 日調整

(1) 前後輪のタイヤの空気圧 を点検 し、右表

を参照 して、適正値でない場合は調整 して

ください。
タイヤサイズ 空気圧

前

輪
4.00-7 6 0kPa

O. 6 kgflcm 2

後

輪
17× 8.00--8

7 0kPa

O. 7 kgf/cm 2

滲

メJ刃ベル トカノミー

アジャス トナ ット

走行テンションスプリング

mm

86.5・lⅢ

前後輪のタイヤのラグの高 さを点検 し、

5mm未満の場合は交換 してください。

エ ンジンカバー を開け (本書 20, 21
ページ参照。 )、 刈刃ベル トカバー を外 し

て くだ さい。

走行テ ンシ ョンスプ リングのフ ック内側

寸法が 86.5mm(中 央部す き間 1.2mm
)に なるよ うにアジャス トナ ッ トを調整 し

て くだ さい。

獲翠封  0前 後輪のタイヤラグの減 り方が違 うと、 4WDが 有効に働かな く

な りますので、ラグ摩耗時は前後輪同時に交換をおすすめ します。

■走行 Vベル トの張 り調整

走行 中にVベル トがス リップす る場合 は、下記要領 に したがって調整 して

くだ さい。

(1)

(2) 調整箇所
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作業の しかた

■走行 Vベル トの交換

走行 Vベル トに損傷 がないか確認 します。 ヒビ 。摩耗等 の損傷があれ ば、

下記要領 に したがつて新 品 と交換 して くだ さい。

(2)

(1)

(4)

(5)

(0

機体後方 よ り、走行 Vベル トの損傷具合

を確認 して くだ さい。

損傷がある場合は、HSTフ アンカバー

を外 し、エンジンプー リのベル トス トッパ

を外 してください。

エンジンカバーを開け、刈刃ベル トカバー

を外 してください。 (本書 63ページ参照。)

アジャス トナ ン トを緩 めて、走行テ ンシ

ョンを張つてい る走行テ ンシ ョンスプ リン

グを緩 めて くだ さい。

(本書 63ページ参照。)

刈刃Vベル トを外 し、次に走行Vベル トを

ミッションプー リ溝から上方に外 して走行V
ベル トを取外 してください。

新 しい走行Vベル トを取付て、次に刈刃V
ベル トを取付けてください。

走行Vベル ト

メUtt Vバミル ト
(3)

HSTフ ァンカバー

オヽァレト

(7) 走行Vベル トの張 り調整をしてください。

(本書 63ページ参照。)

(8) エンジンプーリのベル トス トッパとエンジ

ンプーリのすき間が 2～ 3mmになる様に

ベル トス トッパの位置を調整してください。

ミッションプー ジ

ベル トス トンノく

Ⅲ…r,

すき間
2～ 3mm

生
=.=
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作業の しかた

■刈刃 Vベル トの張 り調整

草刈作業中にVベル トがス リップする場合には、下記要領にしたがって調整

してください。

(1) エ ンジンカバー を開け (本書 20, 21
ペー ジ参照。 )、 刈刃ベル トカバー を外 し

て くだ さい。

(2) 刈高 さ調整 レバー を 「100」 の位置に

合せ て くだ さい。

(3)

刈刃テンシ ョンスプ リング

0

アジャストナット (A)

刈刃 クラ ンチ レバー を 「入」 に した とき、

刈刃テ ンシ ョンスプ リングの フ ック内側 寸

法が 11lmm(中 央部す き間が 0.5mm)
を 目安 にアジャス トナ ン ト (A)ま たは (B)

を調整 して くだ さい。

調整後、エ ンジンを始動 し、刈刃 クランチ

レバーが 「切」の位置で、刈高 さ調整 レバー

を「 10」 の位置まで下げた時、刈刃が回転

しない事 を確認 して くだ さい。

刈刃が回転す る場合 は、刈刃テ ンシ ョン

スプ リングの張 りを少 しずつ緩 めて くだ さ

刈刃クラッチレバー

アジャストナット (B)
(0.5 11Ⅲ l)

目安 1 1 l lllll

刈高さ調整レバー
100

ヤ` 。
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作業の しかた

■刈刃 Vベル トの交換

刈刃Vベル トに損傷がないか確認 します。 ヒビ 。摩耗等の損傷があれば、

下記要領にしたがつて新品 と交換 してくだ さい。

(1)
エ ンジンカバー を開け (本書 20, 21

ペー ジ参照。 )、 刈刃ベル トカバー を外 し

て くだ さい。

(2) 刈刃ベル トの損傷具合 を確認 して くだ さ

HSTフ ァンカバー

が
'ル

ト

い 。

(3) 損傷が ある場合は、HSTフ アンカバー

を外 し、各ベル トス トンパ を外 して、新 し

い Vベル トと交換 して くだ さい。

(4) 刈刃 Vベル トの張 り調整 を して くだ さい。

(本書 65ペ ージ参照。 )

(5) 刈高 さ調整 レバーを 「 10」 の位置に合

せて くだ さい。

(6) 刈 刃 クラッチ レバー を 「入」 に し、各べ

ル トス トンパ とプ~り 、またはVベル トの

す き間が 2～ 3 mmに な る様 にベル トス トッ

パ の位 置 を調整 して くだ さい。

ベル トス トッノく

1' .´ ! :

1lii::と
す 警

i ,

刈高さ調整 レバー

すき間

2～3mm

エンジンプー ヅ刈刃プー リ
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作業の しかた

■刈刃 ブ レーキ調整

刈刃は、刈刃 クラッチ レバー を 「切」位置 にす る と 5秒以内で停止 します。

停止 しない場合 は、下記要領 に したがって調整 して くだ さい。

(1) エ ンジンカバーを開け (本書 20, 21
ペー ジ参照。 )、 刈刃ベル トカバー を外 し

て くだ さい。

(2) 刈刃 クラ ンチ レバー を 「切」 に し、 フイ

ヤの先端 を軽 く引張った時に 2～ 3mmの
す き間がで きるよ うにアジャス トナ ッ トを

調整 して くだ さい。

に朝  0調整できない場合は、ブレーキシュ

ーが交換時期に達 しています。

「お買いあげ先」にお早めに交換を

依頼 してください。

2～ 3mm

アジャス トナット

0刈刃ブレーキが効かないと、刈刃クラッチ レバーを「切」

位置に しても、刈刃の回転が止まらない場合があります。

刈刃ブレーキ調整が悪いと思わぬ事故につなが ります。

▲警告

刈刃ブ レーキ

)
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作業の しかた

■ブレーキ調整

駐車ブ レー キペ ダル の遊びが大 き くなった場合 には、下記要領 に したがつて

調整 して くだ さい。

(1) 駐車ブ レーキを ロック して くだ さい。

車体後方下部のブ レーキスプ リングの寸法

が 62.5mm(中 央部すき間 0.45mm)
になるようにアジャス トナ ッ トを調整 してく

ださい。

踏み込む
ロツク

(2)

ブレーキスプリング

62.5 11lⅢ

0.45

0ブ レーキが効かなくなる恐れがあります。作業前には必ず

駐車ブレーキペゲルの点検を行なつてください。
▲危険

アジャストナット(奥側のケーブル)
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作業の しかた

▲ 警 告
。 ブ レーキ調整 を しても、駐車 ブレーキの効 きが悪 くな った場合や

調整代が無 くなった場合は、ブレーキシューの交換が必要です。

直ちに交換 しないと、思わぬ事故につながります。

■ブ レーキシューの交換

に朝 0ブ レーキシューの交換は、必ずエンジンを停止し、平坦堅固な場所で、

歯止め (車止め)を 行な って くだ さい。

(1)

(2)

(3)

駐車ブ レーキペグルを踏み込み、駐車ブ

レーキの 「ロック」を解除 してください。

バ ンクプ レー トの取付ボル ト (M6)
4本を外 します。

同時にブ レーキ ドラムとパ ッキンも交換

します。

元のよ うにバ ンクプ レー トを組付 け、ブ

レーキアームに矢印方 向の力 を掛 けなが ら

取付 ボル ト (M6)4本 締 め付 けます。

ブ レーキスプ リング とケーブル (ブ レーキ )

を取 り付 け、ブ レー キの調整 を行 ないます。

(本 書 68ペ ー ジ参照。 )

ノミックプレー ト

取付ボル ト(ム/16)4本

ブレーキ ドラム パ ッキン

(4)
ケーブル(ブ レーキ)

O

ヽ

ブレーキアーム

(5)
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作業の しかた

■ HSTペ ゲ ル
HHSTレ

バ ー の 中 立 調 整

獲朝  0中 立調整は平坦堅固な場所で行な つて くだ さい。

(1) エンジンを始動します。

(本書 27～ 29ページ参照。)

(2)前後 どち らの方向へ微動す るのか確認 を行 ないます。

(3)駐車ブ レー キをかけます。 (本書 18ペ ー ジ参照。 )

(4)

(5)

アジャス トプレー ト下イ貝llの ボル ト (M6)
2本を少 し緩めて、アジャス トプ レー トを

アジャス トプ レー トを矢印 (⇔ )方
向に動か し、調整 します。

前進方向に微速する → 前へ調整

後進方向に微速する → 後へ調整

駐車ブ レーキを解除 し、機 体が停止 して

い ることを確認 します。

まだ微速す るよ うであれ ば再度アジャス

トプ レー トの調整 を行 なって くだ さい。

アジャス トプレー ト

ボル トd“)

0平坦地で、 HSTペ ゲルおよび、HSTレ バーが中立位置

でも、車体が前、または後ろに微動ずる場合は、HSTペ

ゲルおよび、HSTレ バーの「中立」位置の調整が必要です。

直ちに調整 しないと、思わぬ事故につなが ります。

▲警告
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作業の しかた

(6) HSTベ ースの構 とHSTア ームの

「中立」位置が合っているか確認 します。

合っていないようなら、HSTア ームのケー

ブル (HST)を 調節 して、「中立」位置を合

わせます。

■安全スイ ッチの点検 と調整

中立位置

HSTア ーム

ケーブル (HST)

スイッチとは、誤操作 した時に、「エンジンが始動 しない」

または「エンジンが自動停止」するためのスイッチです。

始業前には、必ず点検を行なつてください。

●安全スイッチの点検時は、誤動作によリケガをする恐れがあり

ます。必ず座席に座って点検を行なつてください。

▲注意 0安全

0安全スイッチを取 り外 した り、配線の改造をしないで ください。

安全スイッチが作動せず思わぬ事故を招 く恐れがあ ります。▲警告
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作業の しかた

0点検の しかた

1.駐 車 ブレーキペゲルの安全スイ ッチの点検

(1)座 席 に座 り、刈高 さ調整 レバー を 「エ ン

ジン始動」位置 に して くだ さい。

(2)駐 車ブ レーキペ グル が 「ロック」解 除位

置 でエ ンジンスイ ンチ を 「始動」に して く

だ さい。

O正常な場合、エ ンジンは始動 しませ ん。

×始動 した場合 は調整 を行 なって くだ さい。

(3)駐 車ブ レーキペ ダルが 「ロック」位置で

エ ンジンスイ ッチ を「始動」に して くだ さい。

O正常な場合、エ ンジンが始動 します。

×始動 しない場合 は調整 を行 なって くだ さ

い 。

2.刈 刃部の安全スイ ッチの点検

(1) 座席 に座 り、駐車ブ レーキペ ダル を

「ロック」位置 に して くだ さい。

(2)刈 高 さ調整 レバーが 「エ ンジン始動」位

置以外でエ ンジンスイ ッチを 「始動」 に し

て くだ さい。

O正常な場合、エ ンジンは始動 しませ ん。

×始動 した場合 は調整 を行 なって くだ さい。

(3)刈 高 さ調整 レバーが 「エ ンジン始動」位

置でエ ンジンスイ ッチ を 「始動」に して く

だ さい。

O正常な場合、エ ンジンが始動 します。

×始動 しない場合 は調整 を行 なって くだ さ

い 。

刈高 さ調整 レバー

エンジン始動

ブレーキペダル

エンジンスイッチキ ー

周

⑩

-72-



作業の しかた

3.座 席の安全スイ ッチの点検

(1)エ ンジンを始動 して くだ さい。

(本書 27～ 29ペ ー ジ参照。)

(2)刈 高 さ調整 レバー を 「エ ンジン始動」位置

以外 に合せ て くだ さい。

(3)シー ト (座席 )よ り腰 を浮かせ て くだ さ

い 。

○正常な場合、す ぐにエ ンジン回転が下が り、
エ ンジンが停止 します。

×停止 しない場合 は調整 して くだ さい。

0調整の しかた

1.駐車 ブ レーキペダルの安全スイ ッチの調整

(1)駐車ブ レーキペグルを 「ロック」位置に

してください。

(2)ボル トを緩 め、スイ ンチ先端がナ ッ ト面

まで押 し込まれ るよ うに調整 して くだ さい。

調整後、安全 スイ ッチが動かない よ うに

ボル トを締 めて固定 して くだ さい。

「エ ンジン始動」位置以外

-73-

0安全のため、駐車 ブ レーキペゲルは 「ロック」位置、刈刃クラ

ッチ レバー は「切」位置に しておいて くだ さい。
▲注意

安全スイ ッチ

ロツク
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作業の しかた

2.刈 刃の安全スイ ッチの調整

(1)刈高 さ調整 レバーを 「エンジン始動」位置

に合せて ください。

(2)ボル トを緩 め、スイ ンチ先端 がナ ッ ト面

まで押 し込 まれ るよ うに板バネ を調整 して

くだ さい。

調整後、板バネが動かない よ うボル トを

締 めて固定 して くだ さい。

3.座席の安全スイッチの調整

安全 スイ ンチが故障 してい る場合があ り

ます ので、 「お買い上げ先」まで点検 。調整

をご依頼 くだ さい。

4.各安全スイッチの動作点検

安全スイ ッチ先端の動作を確認 し、動き

が鈍い場合は、市販のスプ レーグリースを

スイ ッチ動作都に薄 く塗ってくだ さい。改

善 されない場合は、安全スイ ンチを交換 し

て くだ さい。

刈高さ調整 レバー

エンジン始動

安全スイ ッチ

板バネ

オラレト6

安全スイ ッチ

|■ |

|

-74-



作業の しかた

▲ 警 告
。刈刃の点検 日交換作業を行なう場合は、必ずエンジンを停止

して行なって ください。事故発生の原因とな ります。

●刈刃を取扱 うときは、ケガを避けるため、丈夫な皮手袋をつ

けて行なって ください。

●刈刃を交換する際には、必ず、メーカ純正品とご指定 くださ

い。メーカ純正品以外の使用による故障 日事故については保

障の対象外 とな ります。

●刈刃を研磨 して使用 しないで ください。刈刃の割れが発生す

る恐れがあり、大変危険です。

■刈刃の点検 日交換

0点検の しかた

キー を 「切」位置 に してエ ンジンを停止

し、キー をエ ンジンスイ ンチか ら抜いて く

だ さい。

(2) 刈高さ調整 レバーを 「エンジン始動」

位置にしてください。

刈高さ調整 レバー

エンジン始動

(1)

(3) 刈刃の回転が停止 しているこ とを確認 し、刈刃カバー を開けて くだ さい。

(4) 刈刃の割れ、摩耗状態 を点検 して くだ さい。

新 品 交 換

□

摩 耗

□

割 れ
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作業の しかた

●刈刃取付ボル トの頭が摩耗 していると、刈刃の飛散等 による

重大事故が発生す る恐れが あ ります。ボル トの頭の くぼみが

消 えた らす ぐに交換 して くだ さい。

▲危険

(5)

(6)

刈刃を止 めてい る刈刃取付 ボル トの頭 の

くばみがな くなってい る場合 はす ぐに交換

して くだ さい。  (メ U刃 の交換の しかた :

本 書 78, 79ペ ー ジ参照。)

刈刃取付ボル トを交換する際は、ナイフ

ボル トSETで 交換 してください。

(消耗部品 :本書 95ページ参照。)

くばみ

③

③
◎ 昌

ナイフボル トSET

●古いナッ トを使用ずると、砂等が締付部にはさま り、ナ ッ ト

に緩みが生 じ、刈刃が飛散 し、周囲の人や物に当り、重大な

事故を招 く恐れがあ ります。

▲危険
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作業の しかた

●刈刃カバーの外 しかた

本機右側 の刈刃カバーは、刈刃の点検 。交換 を容易にす るため、固定ボル ト

(M8)を 外す と、取付 け取 り外 しが簡単にで きます。

(1) ダ ッチャク レバー を固定 している固定ボル

ト(M8)を外 して くだ さい。

(2) 刈刃カバー を 「閉」位置 に し、刈刃カバー

のヘヤー ピンを引き抜いて くだ さい。

外 したヘヤー ピンを紛失 しないよ うに

ご注意 くだ さい。

(3)

ダッチャクレバー

①

②

取付 けは逆の手順で行 なって くだ さい。

ダッチャクレバーを矢印方向に動か し後側

の支点を外 します。

外れた状態で少 し手前に引き出 し、刈刃カ

バーを後方へ移動 させ、刈刃カバーを外 しま

す。

0点検 日交換後、外 した刈刃カバーは必ず本機に取 りつけて くだ

さい。外 されたままエンジンをかけた り、運転作業を行なうと

危険な部分が露出 して大変危険です。

▲危険

ダンチヤクレバー

固定ボル ト

刈刃カバー

ヘヤー ピン
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作業の しかた

0交換の しかた

優 瑚 ●刈刃の交換は、必ず 2個 同時に行なつてください。新旧の刈刃を

混同して使用すると異常振動が発生し、故障の原因となります。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

本機右側 の刈刃カバー を開けるか、も しく

は、取外 して くだ さい。

(本書 77ペ ージ参照。 )

付属の刈刃交換工具を使用するか、ナイフ

ステー とナイ フのA・ Bの穴 に ドライバー

等 、高強度 の棒状の ものを通 し、ナイフが

回 らない よ うに固定 して くだ さい。

対辺 22mmの ソケ ッ トレンチを使用 し、

ハー ドロックナ ッ ト (M14)の 上側 の

ナ ッ トを取外 し、次 に下側 のナ ッ トを外 し

て くだ さい。

ナイ フ トメボル トを抜 き、ナイ フを取 り

外 して くだ さい。

新 しいナイ フ SETを 用意 して くだ さ

い 。

(主 な消耗部品 :本書 95ページ参照。 )

ナイフ トメボル トを差込み、刈刃を取付

けて ください。

ナイ フステーを回転 しない よ うに刈刃交

換工具 な どで固定 して くだ さい。

刈刃カバー
Д
＝

ＩＡ

ハート
ヾ
ロックナット(M14)

③

申 カラー(14X21X7)
ナットガー ド

＼

Ａ
　
　
　
Ｂ

ナイフステー

ナイフ

(刈刃)

ナイフ トメボル ト

(刈 刃取付ボル ト)

(7)
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作業の しかた

(8) 対辺 22mmの ノケ ッ トレンチを使用 し、

ハー ドロックナ ン ト (M14)の 下側 のナ ッ

トを右図締付 け トル クで固定 して くだ さい。

に朝  ●ナットの向きに注意してください。

(9) 対辺 22mmの ノケ ッ トレンチを使用 し、

ハー ドロックナ ッ ト (M14)の 上側 のナ ッ

トを右図締付 け トル クで固定 して くだ さい。

上側

締付 け トル ク

40～ 58Nom
(410～ 5 9 0kgftcm)

0上下のナ ッ トを同時に締付けないで ください。ナッ トの締付力

が不足 し、ナ ッ トの緩みが発生 します。その場合、刈刃が飛散

し、周囲の人や物に当り、重大な事故を招 く恐れがあ ります。

▲危険

ナイフSET(各 2個 )

◎
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作業の しかた

■バ ッテ リの保守・ 点検の しかた。

0点検 の しかた

(1) 車体 を水平な場所 に停車 させ、エ ンジン

カバーを開けて くだ さい。

(本 書 20, 21ペ ー ジ参照。 )

(2) バ ンテ リ液の量を点検 し、不足 している

場合は、バ ンテ リ液 を補給 してくだ さい。

0シ ョー トやスパークさせた り、タバ コ等の火気 を近づけないで

くだ さい。また、充電 は風通 しのよい所で行な って くだ さい。

これ を怠ると引火爆発す る ことが あ り大変危険です。

●バ ッテ リの液量がバ ッテ リの側面に表示 されている下限 (LO

WER LEVEL)以 下 にな つたまま使用 を続 けた り充電を

行な うと、容器内の各部位の劣化の進行が促進 され、バ ッテ リ

の寿命 を縮めた り、破裂 (爆発 )の原因 となる恐れがあ ります。

●バ ッテ リ液 (電解液)は希硫酸で劇物です。バ ッテ リ液 を体や

服 につけないよ うに して くだ さい。失明や火傷 をすることがあ

り大変危険です。も し、 日 日皮膚 E服についた ときは、直ちに

多量の水 で洗 つて くだ さい。なお、 日に入 つた ときは、水洗 い

後、医師の治療 を受 けて くだ さい。

▲警告
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作業の しかた

0充電の しかた

獲剃  0急速充電は、短時間で放電量の幾分かを補 うために、大電流で充電

する方法です。この方法は応急処置 として行なうものです。作業が

終わ った ら、なるべ く早 く正 しく補充電を行なっておかないと、バ

ッテ リの寿命は極端に短 くな ります。

●バ ッテ リの充電は、使用する充電器の取扱説明書の指示に したがっ

て行なって ください。

(1) 車体 を水平な場所 に停車 させ、エ ンジン

カバー を開けて くだ さい。

(2) バ ッテ リコー ドを (― )側から外 してく

ださい。

(3) バ ンテ リオサエ を外 して、バ ッテ ヅを本

機 か ら取 り出 し、充電 を行 なって くだ さい。

バ ッテ ジを取付 ける ときは、取外 した と

きと逆の手順で、バ ンテ リコ~ド は (+)

側か ら取付 けて くだ さい。
バ ンテ リオサエ

0バ ッテ リは必ず車体か ら取外 して充電 して ください。電装品の

損傷のほか、配線などを傷めることがあります。

●バ ッテ リコー ドを取外すときは (― )側か ら取外 し、取付ける

ときは、 (+)側か ら取付けて ください。逆にすると、工具が

本機にあたった場合にショー トし、発火する恐れがあ ります。

●バ ッテ リと充電器を接続する場合、 (+)(― )を間違えない

で ください。ヒューズが飛び、充電ができな くな ります。

●バ ッテ リを本機に取付けるときには、パ ッテ リコー ドの (+)
(― )を間違えない様に元通 りに配線 してください。

▲注意

(― )

バッテ リコー ド

(+)
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手入れと格納

0火気のある場所、および高温な場所に本製品およびバ ッテ リ、

燃料等を格納 しないで ください。火災の原因とな ります。

●カバー等を車体にかける際は、エンジン ロマフラーおよび車体

が十分に冷えてか ら行なつて ください。熱いうちにカバー類を

かけると、火災の原因とな り大変危険です。

▲危険

僅妻封 0洗車の際、エンジン ロ樹脂部品 日電装品、およびマーク貼付部等には

高圧水をかけないで ください。高圧水をかけると、故障の原因となつ

た り、マークのはがれ 日部品の変形を起 こす恐れがあります。

■日常の格納

日常の格納お よび短期間の格納 は、次の要領で行 なって くだ さい。

(1)

(2)

車体はきれいに清掃 しておきま しょう。

格納はできる限 り屋内にして ください。屋外に放置する場合は、防水カバ

ーなどをかけて保管 して ください。

駐車ブ レーキを必ずかけて ください。

厳寒時はバ ッテ リを外 し、暖かい室内等に保管すると始動時に効果があ り

ます。

(3)

(4)

に翌封 0凍結して運転不能となつた場合は無理に動かさないでください。

■長期格納

長い間 (30日 以上)使用 しない場合は、きれいに清掃 し、次の要領で格納

してくだ さい。
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手入れ と格納

●車両

(1) (定 期点検整備箇所一覧表 )に したがって各箇所の点検 を行 ない、不具合

があれ ば整備 します。 (本書 48～ 51ペ ー ジ参照。 )

(2) コンク リー ト、 も しくは固い乾燥 した地面の上に駐車ブ レー キをかけて駐

車 して くだ さい。

(3) 湿気や ほこ りの多い場所 での本機 の格納 は避 け、格納時には、本機 にカバ

ー をかけて くだ さい。

(4) 給脂箇所 に給脂 して くだ さい。 (本書 60ペ ージ参照。 )

(5) 外面 を油を含 ませた布で清掃 し、錆びやすい部分は注油 して くだ さい。

(6) エ ンジンスイ ンチか らキー を抜いて くだ さい。

(7) 保管 中は定期的にタイヤ空気圧 を点検 し、必要 に応 じて空気 を入れ て くだ

さい。 (本書 63ペ ー ジ参照。 )

0バ ツテ リ

(1) 車体か らバ ンテ リを取外 して くだ さい。 (本書 81ペ ー ジ参照。

(2) バ ンテ リ液 の量を確認 し、必要な場合 は補充 して くだ さい。

(3) 直射 日光の当 らない、低温で乾燥 した場所 に保管 して くだ さい。

僅 翠封 0バ ッテ リが完全に放電す る前に充電す ることで、バ ッテ リを長持 ち

させ る事ができます。

●エンジン

僅朝 ●気化器内へ燃料を入れたまま長期間放置すると、燃料が劣化し、始

動不良および回転不調が生じますので気化器、および燃料タンク内

の燃料を抜取つてください。また、長期間放置した燃料は、使用し

ないでください。

(1)

(2)

燃料 タンク内の燃料 を給油 日か ら抜取 って くだ さい。

燃料 コック下の燃料 フィル タポ ッ トを外 し燃料 を抜取 り後、燃料 フィル タ

ポ ッ ト、お ょび フィル タを清掃 して くだ さい。 (本書 62ペ ージ参照。)

気化器 内の燃料 を抜いて くだ さい。 (「エ ンジン取扱説 明書」参照。)

エアク リーナの整備 を行 なって くだ さい。 (「エ ンジン取扱説 明書」参照。)

エ ンジンオイルの交換 を行 なって くだ さい。 (本書 54ペ ー ジ参照。)

(3)

(4)

(5)
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不調時の対応の しかた

不具合 と考 え られ る現象が起 きた場合 は、本機 の使用 を停止 し、下記 の く不

具合診断表)を参照 して適切な処置 を して くだ さい。 (不具合診断表)に掲載

されていない不具合 が発生 した場合や 、適切 な処置を行 なって も不具合が解消

され ない場合 には 「お買いあげ先」まで連絡 して くだ さい。

処置 については、専門的な整備知識 を必要 とす るもの もあ りますので、整備

が難 しい ものについては 「お買いあげ先」 に依頼 して くだ さい。

く不具合診断表 )

発生箇所 不具合現象 考 え られ る 原 因 処 置

エンジン

エンジンが

かからない

刈高さ調整レバーが「エンジン始

動」の位置になってない。 (安全

装置が作動している。)

「エンジン始動」の位置にする。

(27、 28ページ参照)

駐車ブレーキペダルを踏んでいな

い。 (安全装置が作動している。)

駐車ブレーキペダルを踏む。

(27、 28ページ参照)

バンテリの過放電。
バッテ リを充電する。 (81ページ参照)

バッテ リを交換する。

バンテリケーブルの外れ。 接続する。

ヒューズ切れ。 交換する。 (94ページ参照)

電気配線 (コ ネクタ)の接触不良、

または断線。

修理する。

(「お買いあげ先」へ依頼してください)

エンジンが

かかりにくい

燃料不足。 補給する。 (26ページ参照)

燃料への空気や水の混入。 パイプ、および締め付けバンドを点検する。

燃料の吸い込みすぎ 時間をおいて始動する。

エンジンオイルの不足、または

品質不良。 (オイル粘度高い。)

補充、または交換するc

(52～ 54ページ参照)

点火プラグの汚れ、または火花の

飛び不足による着火不良。
清掃、または交換する。 (61ページ参照)

バッテリーの容量不足。 (セルモ

ータの起動不良。)

バンテリ液を補充する。 (80ページ参照)

バッテ リを充電する。 (81ページ参照)

燃料系統内に不純物が混入。
燃料フィルタポットを清掃する。

(62ページ参照)

すぐエンストする 燃料不足。 補給する。 (26ページ参照)

エンジンが

突然停止した

燃料切れ。 補給する。 (26ページ参照)

燃料系統内に不純物が混入。
燃料フィルタポットを清掃する。

(62ページ参照)

エンジンオイル不足、またはオイ

ル劣化による焼き付き。

修理する。

(「お買いあげ先」へ依頼してください)

アイドリング不良

(回 転が不安定)

「お買いあげ先」へお問い合わせ下さい。

出力

または加速不足

Vベル トの緩み。 調整する。 (63、 65ページ参照)

キャブレタの詰まり。
清掃する。

(「お買いあげ先」へ依頼してください)

エアクリーナーの目詰まり。 清掃、または交換する。 (61ページ参照)
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不調時の対応の しかた

く不具合診断表)

発生箇所 不具合現象 考 え られ る 原 因 置処

エ ン ン ン

エンジン、または
エンジン付近から
の異常音 i振動

エンジン取付けボル トの緩み。 点検、および増し締めする。

その他。 「お買いあげ先」へお問い合わせください。

エンジンオイルの

消費が早い
エンジンオイルの漏れ。 点検、および修理するc

エンジンの

オーパーヒー ト

エンジンオイルの不足。 補給する。 (52～ 54ページ参照)

吸気スクリーン・冷却フィンの目

詰まり。
清掃する。 (「エンジン取扱説明書」参照)

燃料の消費が早い
燃料系統からの燃料婦れ。

点検、および修理する。

(「お買いあげ先」へ依頼してください。)

エアクリーナの目詰まり。 清掃、または交換する。 (61ページ参照)

黒煙が大量に出る

(排気状態の不良)

チョークが完全に開いていない。 「全開」の位置にする。 (29ページ参照)

圧縮不良。
点検、および修理する。

(「お買いあげ先」へ依頼してください)

エアクリーナの目詰まり。 清掃、または交換する。 (61ページ参照)

エンジンオイルが入り過ぎてい

る。

点検後、オイル量を調整する。

(52～ 54ページ参照)

燃料不良。 燃料を交換する。 (83ページ参照)

白煙、または青煙
がでる

(排 気状態の不良)

エンジンオイルが入り過ぎてい

る。

点検後、オイル量を調整する。

(52～ 54ページ参照)

燃料不良c 燃料を交換する。 (83ページ参照)

シリンダ、ピス トンリングの摩

耗。

点検、および修理する。

(「お買いあげ先」今依頼してください)

電装品

LEDラ イ トが点

灯しない

LEDライ トの故障。 LEDライ トを交換する。

バンテリあがり。
バッテジを充電する。 (81ページ参照)

バッテリを交換する。
バ ッテ リケーブルの外れ。 接続する。
ヒューズ切れ。 交換する。 (94ページ参照)

電気配線 (コ ネクタ)の接続不良
または断線。

修理する。

(「お寅上げ先」へ依頼してください)

エンジン停止時に
エンジンスイッチ
「入」でオイル警

告灯が点灯しない

オイル警告灯の故障。 交換する。

バッテリあがり。
バッテ ジを充電する。 (81ページ参照)

バンテジを交換する。
バンテリケーブルの外れ。 接続する。
ヒューズ切れ。 交換する。 (94ページ参照)

電気配線 (コ ネクタ)の接続不良
または断線。

修理する。

(「お買上げ先」へ依頼してください)

動力

伝達装置

HSTペダル・

HSTレバーを

操作 しても車体が

動かない

オイル配管のホースが破損 してい

る。
ホースを交換する。

HSTオイルが不足している。 補給する。 (57ページ参照)

駐車ル ーキがかかっている。 解除するc(18ペ ージ参照)

HSTオ イルに水が混入 してい

る。

HSTオイルを交換する。

(58, 59ページ参照)
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不調時の対応の しかた

(不具合診断表 )

発生箇所 不具合現象 考 え ら れ る 原 因 処 置

動力

伝達装置

HSTペダル・

HSTレ バーを中立

こしても車体が動く

HST変 速 リンクの中立位置調整

のズレ。

調整する。

(70, 71ページ参照)

ブレーキ 効きが悪い
駐車ブレーキペグルの調整不良。 調整する。 (68ページ参照)

タイヤの摩耗。 タイヤを交換する。

走行装置

ハンドルが重い

タイヤ空気圧の調整不良。 調整する。 (63ページ参照)

タイロッドの調整不良。
調整する。

(「お買いあげ先」へ依頼してください)

ステアリングギヤ内部の不具合。
修理する。

(「お買いあげ先」へ依頼してください)

直進性が悪い タイロンドの調整不良。
調整する。

(「お買いあげ先」へ依頼してください)

車体 車体の異常振動

タイヤ空気圧の調整不良。 空気圧を調整する。 (63ページ参照)

タイヤ取り付けボル トの緩み。 増し締めする。

ホイールベアリングの破損。
交換する。

(「お買いあげ先」へ依頼してください)

タイヤの亀裂。 交換する。

刈刃の破損。 交換する。 (75～ 79ページ参照)

刈車装置

刈草がうまく放出

されない

草が湿っている。 草が乾燥してから作業する。

草が長い。 刈高さを高くして、 2度刈をする。

刈高さが低い。 刈高さを高くする。

エンジン回転数が低い。 最高回転数にする。

作業速度が速い。 作業速度を落とす。

刈残 しがでる

作業速度が速い。 作業速度を落とす。

エンジン回転数が低い。
最高回転数にする。

(エ ンジン回転をチェックする)

草が長い。 2度刈 りをする。

刈刃の摩耗、破損。
新 しい刈刃と交換する。

(75～ 79ページ参照)

刈刃カバー内面への車の堆積。 刈刃カバー内面を清掃する。

土削 りを発生する

刈高さが低い。 刈高さを高くする。

旋回速度が速い。 旋回時の速度を落とす。

地形にうね りがある。 草刈作業のパターン(刈取方向等)を 変える。

地形に起伏 (凹凸)が多い。 刈高さを高くする。

ナイフブレー ドの曲がり。
新しいナイフブレードと交換する。

(「お買いあげ先」へ依頼してください)

ベルトがスリップ

する

ベル ト張力が低い。 ベル ト張力を調整する。 (65ページ参照)

刈刃カバー内に草が詰まってい

る。

詰まった草を取出し、刈刃カバー内を清掃す

る。

プーリ部への草の堆積。 プー リ部を清掃する。

ベル トの摩耗。 新しいベルトと交換する。 (66ページ参照)
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不調時の対応の しかた

〈不具合診断表 )

発生箇所 不具合現象 考 え られ る 原 因 処 置

刈草装置

振動が大きい

刈刃カバー内、およびプーリ部に

草が堆積 している。
刈刃カバー、およびプーリ部を清掃する。

ベル トの破損。 新しいベルトに交換する。 (66ページ参照)

プーリの破損。 新しいプージに交換する。

刈刃の破損。
新しい刈刃に交換する。

(75～ 79ページ参照)

刈刃のバランスが悪い。
新しい刈刃に交換する。

(75～ 79ページ参照)

ナイフブレー ドの割れ、変形。 新しいすイフル ー ドに交換する。

刈取り作業負担が

大きい

刈刃のバランスが悪い。
新しい刈刃に交換する。

(75～ 79ページ参照)

エンジン回転が低い。
エンジン回転数を最高にする。
(エ ンジン回転数をチェックする)

作業速度が速い。 作業速度を落とす。

刈刃の回転軸回りに草が堆積、ま

たは巻き付いている。
刈刃を清掃する。

ナイフブレー ドの調整不良。
ナイフブレー ドの吊り角度を調整する。
(「お買いあげ先」へ依頼してください)

刈高さ調整レバー

の操作が重い

刈草装置の吊り下げアーム支点部
の給月旨不足。

給脂する。 (60ページ参照)

刈刃カバー上面に小石、刈草など

のゴミが堆積 している。
掃除する。

刈刃カバー内面への草の推積。 刈刃カバー内面を清掃する。
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農作業を安全におこなうために

農林水産省 より、安全に農作業に従事できるように、農業機械 を使用す るときの

注意事項が 「農作業安全基準」 として定められています。 ここに、乗用草刈機を使

用 され る方のために、特に重要な項 目を 「農作業安全基準」より抜粋 してお ります。

熟読の上、事故のない楽 しい農作業のためにお役立てください。

一 般 共 通 事 項

(1)適用範囲

一般共通事項は、農業機械を使用 して行 う作業に従事する者が農作業の安全を確

保するため注意すべき事項を示すものである。

(2)就業条件

①安全作業の心得

農業機械を使用 して行 う作業 (以下、 「機械作業」とい う)に従事する者は機械

の操作の熟練に努め、自己の安全を図ると共に、補助作業者及び他人に危害を及ば

さないように、機械を正 しく運転することに努めること。

②就業者の条件

次に該当する者は、危険を伴 う機械作業に従事しないこと。

●精神病者

0酒気をおびた者

0若年者

0未熟練者

0過労・病気 。薬物の影響その他の理由により正常な運転操作ができない者。

激 しい作業が続 く場合には、特に健康に留意 し、適当な休憩と睡眠をとること。

妊娠中の者は、振動を伴 う機械作業に従事 しないこと

③特殊温湿度環境下の安全

暑熱、寒冷及び高湿の環境における作業に際 しては、安全を確保するため作業時

間、及び方法等を十分に検討すること。

(3)子供に対する安全配慮

機械には、子供を同乗させないこと。また、機械には子供を近寄らせないよう注

意すること。
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農作業を安全におこなうために

(4)安全のための機械管理

① 日常の点検整備

農業機械は、使用の前後に日常のッ点検整備を行い、常に機械を安全な状態に保つこ
と。

②防護装置の点検

0機械作業に従事する者は、機械の操縦装置、制動装置、防護装置等危険防止のた
めに必要な装置を点検整備 して常に正常な機能が発揮できるようにしておくこと。

●機械に取 り付けられた防護装置等を機械の点検整備または修理等のために取 り外
した場合は、必ず復元しておくこと。

③掲げ装置の落下の防止

作業機 を上げた位置で点検調整等を行 う場合には、ロック装置のあるものについて、
必ず これを使用 し、かつ、ロック装置の有無にかかわ らず作業機 について落下防止の

措置を講 じること。

④整備工具の管理

点検整備に必要な工具類を適正に管理 し、正 しく利用すること。

(5)火災 日爆発の防止

①引火・爆発物の取 り扱い

引火または、爆発の恐れのある物質の貯蔵・補給等にあたってはその取 り扱いを適
正にすること。特に火気を厳禁すること。

②火災予防の措置
火災の恐れがある作業場所には、消火器を備え、喫煙場所を決める等火災予防の措

置を講 じること。

(6)服装および保護具の使用

次の農作業に際しては、適正な服装および保護具を用い、危険のないよう作業に従
事すること。

①頭の傷害防止の措置

機械からの墜落及び、落下物の恐れの大きい場合、交通頻繁な道路での運行の場合
等では、頭部保護のために適正な保護具を用いること。

②巻き込まれによる傷害防止の措置

原動機若 しくは動力伝動装置のある作業機 または駆動す る作業機 を使用す る場合に
は、衣服の一部、頭髪、手拭き等が巻 き込まれないよ うに適正な帽子および、作業衣
等を使用すること。
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農作業を安全におこなうために

③足の傷害及びスリップ防止の措置

機械作業において、作業機等の落下、土礫の飛散、踏付け、踏抜き及びスリップ等

の恐れのある場合は、これ らの事故を防止するために適正な履物を用いること。

④粉 じん及び有害ガスに封する措置

多量の粉 じん及び有害ガスが発生する作業にあつては、粉 じん及び有害ガスによる

危害防止のための適正な保護具を使用すること。

⑤農薬に対する措置

防除作業においては、呼吸器、眼、皮膚等からの農薬による障害防止のために適正

な保護具 (保護衣を含む)を使用すること。

⑥激 しい騒音に対する措置

激 しい騒音の伴 う作業にあつては、耳を保護するための適正な保護具を使用するこ

と。

⑦保護具の取 り扱い

安全保護具を常に正常な機能を有するように点検 し、正 しく使用すること。
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農作業を安全におこなうために

移 動 機 械 共 通 事 項

(1)適用範囲

移動機械共通事項は、地上を移動 しなが ら作業す る トラクターその他の移動機械
を使用 して行 う作業に従事す る者が注意すべき事項を示す ものである。

(2)作業前の注意事項

①機械の点検整備

0機械の点検整備を十分行い、その使用にあたっては、常に安全を確保すること。
●機械の点検整備、手入れ及び作業機の装着等は、交通の危険がなく平坦である

等、安全な場所でかつ安全な方法で確実に行 うこと。特に、屋内で内燃機関を
運転 しながら点検整備等を行 う場合は、換気に注意すること。

②防護装置の保全

0機械に取 り付けられた防護装置は、常に有効に作用する状態に保っておくこと。
●機械の点検整備等のために防護装置を取 り外 した場合は、必ず復元 し、その機

能を十分に発揮できるようにしておくこと。

③悪条件下における作業

土地条件、気象条件等により機械作業に姑す る条件がよくない場合の作業につい

ては、実施の判断、作業方法及び装備の選択等に注意す ること。

(3)作 業中の注意事項

①乗車等の禁止

0機械作業中は、作業関係者以外の者を機械に近寄らせないこと。

②前方及び後方の安全確認

0運転中または作業中は、常に機械の周囲に注意 し、安全を確認すること。特に
発進時に注意すること。

③転倒落下の防止

0国場への出入 り、溝また畦畔の横断、軟弱地の通過等に際しては、機械の転落を
防ぐために、特に注意すること。

●機械の積み降ろしに際しては、機械の転倒及び落下を防ぐための適切な措置を講
じ、十分注意して行 うこと。
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農作業 を安全 におこな うために

④傷害の防止

●動力伝動装置・回転都等の危険な部分には、作業中接触 しないように注意するこ

と。

●刃または鋭利な突起を有する機械で作業を行 う場合は、傷害防止のために特に注

意すること

⑤道路走行の安全

0道路走行にあたつては、関係法規を守 り、安全に運転す ること。

●道路走行にあたつては、他の自動車走行の妨げとならないように留意すること。

●悪条件の道路での高速運転の禁止

凹凸のはげしい道路、曲折のはげしい道路等においては、高速で運転 しないこと。

●坂道における安全確保

降坂時は、必ずエンジンブレーキを用いること。また、操向クランチを使用 しな

いこと。登坂時における発進では、前輪の浮上 りに注意すること。

⑥夜間における安全

夜間作業においては、とくに安全に注意 し、的確な照明を行 うこと。

夜間給油を行 う場合は、裸火等を使用せず、安全な照明のもとで安全かつ確実に給

油すること。

⑦作業中の点検調整等における安全措置

機械の点検調整は、必ず原動機 を止め、安全な状態で行 うこと。

休けい等で機械 を離れる場合は、機械を安定 した場所におき、作業機を下 し、かつ

安全な停止状態を保つように注意す ること。やむを得ず傾斜地に機械を置 く場合は、

さらに車止めを施 して、自然発車等の危険が生 じないように注意すること。

(4)終業後の注意事項

①終業後の点検整備

作業終業後は、必ず次の作業のため機械の点検整備を行 うこと。

②作業機のとりはず し

作業機のとりはずしは、平坦な場所等の安全な場所で、かつ、安全な方法で確実に

行 うこと。とくに夜間の作業機のとりはずしは、安全で適切な照明を用い、安全に

留意して行 うこと。

③機械の安全管理

作業終了後は、作業機をはずし、または降ろし、機械を安定した場所に置き、かつ

安全な停止状態を保つように注意すること。

また、危険と思われる機械は、格納庫に保管するかおおいをかけるなどして安全な

状態におくこと。
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サービス資料

主 要 諸 元

名 称 乗用草刈機
型 式 R9824FB

機

体

寸

法

全長 (mm) 1965
全幅 (mm) 1075
全高 (mm) 875
ホイルベース (mm) 1320
トレン ド (mm) 月町輪 :830 後 輪 :785

機体質量 (kg) 360

メll

取

吉Ь

刈幅 (mm) 980
刈刃構成 フ リーナイ フ × 2

刈刃固定 ロックナ ン ト方式

刈高 (mm) 10～ 100(無 段階 )

作業クランチ ベル トテ ンシ ョン式 (ブ レー キ連動 )

最大作業能率 (a/h) 副変速低速時 98(エ コ ドライブ時 :88)

走

行

音Б

駆動方式 HST無 段変速 (デ フロック付)4 輪駆動
ブレーキ 内拡式ブ レー キ

車速
前進 (km/h) 0～ 10
後進 (km/h) 0～ 8.5

車輪
前輪 4.00-7(φ 400)
後輪 17× 8,00-8(φ 440)

操舵方式 ノブ付 き丸ハ ン ドル

使用最大傾斜角度 (度 ) 25

エ

ン

ジ

ン

型式名 FS691V

種類
空冷 4サイクル V型 2気筒 OHV

縦軸型ガノリンエンジン

総排気量 (L(cc}) 0. 726(726)
出力/回転速度

(kW(PS)/rpm)
ネ ッ ト値 :12. 9(17. 5)/3000

(最大 15. 3(20. 8}/8600)
使用燃料 自動車用無鉛 ガ ノリン

燃料タンク蓉量 (リ ッ トル ) 14

始動方式 セルモー ター式
エ ンジン

回転速度

(rpm)

最高回転速度 3350
エコ運転回転速度 3100～ 3000
アイ ドリング回転速度 1550

ハンドル上下調節 (mm) 0・ 30(2段 階 )

シー ト
前後調整 (mm) 60

右スライ ド調節 (mm) 240・ 300(2段 階 )
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サー ビス資料

酉己鶉泉彊コ

ヒューズボックス

可:セル

2常男沙歩ィドsw
(5A)

3:ライト
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°
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白

7

白
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｀
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白
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黒  黒 黒
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赤黄
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Ａ
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赤  赤
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黒

B
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い
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黒
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4黒黄
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Ｏ
　
Ｏ
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サー ビス資料

主 な 消 耗 部 品

消耗部品のご注文は、部品番号をお確かめの上、「お買いあげ先」にご注文 く

ださい。

項 目 部 品 番 号 個数/台 備  考

メll

刃

ナイフステー (R823B) 0675-730-011-OA 1

ナイフSET 0670-980-200-OD 1

ナイフボル トSET 0670-980-300-OC 2

エ

ン

ジ

ン

エア

クリーナ

フォームエレメン ト 11013-7046 1 カワサキ部品番号

ペーパーエ レメン ト 11013-0752 1 カワサキ部品番号

オイアレフィルタ 49065-0721 1 カワサキ部品番号

スパークプラグ 92070-2112 2
カワサキ部品番号

BPR4ES

燃料フィルタ 49019-0027 1 カワサキ部品番号

HST オイルフィルタ 0675-120-024-0 1

V
べ

ル

ト

刈 刃 Vへ
ヾ
ルト(B-76)W800 0670-710-015-0 1 SB76  W800

走行 Vへ
ヾ
ルト(B-32)W800 0670-510-012-0 1 SB32  W800

ノミンテ ヅ34A(G) 0453-455-011-2B 1 34A-19R

夕

イ

ヤ

A
S
S
Y

ゼ ン リンN(L)ASSY 0675-321-200-OA 1

ゼ ン リンN(R)ASSY 0675-321-210-OA 1

コウリンN(L)ASSY 0675-341-200-OA 1

コウリンN(R)ASSY 0675-341-210-OA l

タ
イ
ヤ

日!J タイヤN(4.00-7-4PR) 0675-321-201-OA 2

後 タイヤN(17× 8.00-8) 0675-341-201-OA 2

チ

i

ブ

日IJ チューフ
゛
N (4.00-7) 0675-321-202-0 2

後 チューフ
ヾ
N(17× 8.00-8) 0675-341-202-0 2

燃 料

ホ ー ス

ネン)ョ ウホース(タンク)A 0670-421-013-0 1 タンク～ コック

ネン)ョ ウホース(6× 1830) 0675-420-011-0 1 コック～エ ンジン

ブ レーキ

関係

ア
゛
レーキ(81)NASSY 0674-111-600-OA 1

フ
゛
レーキシューSP SET 0674-932-200-0 1

フ
゛
レーキシュー (2コ )SET 0674-932-300-0 1

ウル トラブッシュ 0680-310-011-0 1
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サー ビス資料

項 目 部 品 番 号 個数/台 備  考

ワ
イ
ヤ
類

ケーブル (ス ロッ トル FS/F) 0673-640-011-0 1

ケーブル (チ ョーク/24) 0672-651-011-0 1

ケーブル (ブ レーキ)F 0672-621-011-0 1

ケーブル (デ フロック)TD 0674-680-011-0 1

ケーブル (ク ラッチ/カ ッター) 0671-760-012-OB 1

ケーブル (ブ レーキ/カ ンタ~) 0670-760-013-OB 1

ケーブル (フ リー ロック)957 0677-770-013-OA 1

ケーブル (レバー/ブ レーキ) 0674-956-280-0 1

ケーブル (HST/F/953) 0674-956-290-OA 1

ケーブル (HST/R/953) 0674-956-300-OA 1

ゴ

ム

カ
ノミ

I

①フロントゴム (980F) 06訂 5-160-014-OA 1

②フロントゴム (サイド) 0675-160-012-OC 2

③ホイルカバー 0675-160-011-lC 2

④アンダーカバーゴム 0680-160-012-0 1

⑤FCカ バーゴム (FB) 0680-740-011-0 1

⑥サイ ドゴムF(RR) 0675-740-015-OC 1

⑦ リヤゴム 0677-740-014-0 1
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サー ビス資料

注 文 部 品 の 紹 介

注文部品のご注文は、部品番号をお確かめの上、「お買いあげ先」にご注文

ください。

■ナイフ (114A)SET

0幅広及びナイ フボル トをガー ドす る特殊

形状のナイ フで、耐久性 に優れ ています。

1台分の SETで す。

部品番号 :0672-982-200-OB

■排 出ガイ ドSET

0刈 った草を、拡散 して排出することが

できます。

部 品番号 : 0677-741-300-lA

謬◎◎◎ 影

■シャタイカバー

0車体 を雨水か らガー ドします。

部品番号 :0674-930-200-0(メ U馬 王 ロゴ入 り)

刈刃カバー り卜出

ガイドSET
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困つた り、わからないことがあれば

販売店

Tel

担当 ;

住所 〒

まで ご連絡 くだ さい。

型  式

製造番号

ご購入日

※ご使用になる前にメモ しておくと、万一、修理の依頼をされるときに役立ちます。



豊かさを創造い、未栞i格戦する

林ェニ全杜7Tw「■

本

東 北 営 業 所

関 東 支 店

中 部 営 業 所

中 四 国 支 店

九 州 営 業 所

部品セ ンター

社 愛媛県松山市衣山 1丁 目2-5           〒791-8524
TEL(089)924-7161(代 )FAX(089)925-0771
TEL(089)924-7162(営 業直通 )

お客様ダイヤル 0120-870866   E― mail:atexhome@atexnet.co.」 p

ホームページ:http://www.atexnet,co.」 p

岩手県花巻市北湯口第 2地割 1-14
TEL(0198)29-6322(代 )FAX(0198)29-6323
E―mailitouhokugrp@m2.atexnet.coⅢ 」p

茨城県猿島郡五霞町元栗橋 6633
TEL (0280)84--4231 (tt)FAX (0280)84--4233

E―mail:kantogrp@m2.atexnet.co.jp

岐阜県大垣市本今 5丁 目128
TEL(0584)89-8141(代 )FAX(0584)89-8155
E―mail:kansaigrp@m2.atexnet.co.jp

愛媛県松山市衣山 1丁 目2-5
TEL(089)924-7162    FAX(089)925-0771
E―mail:chuushikokugrp@m2.atexnet.co.」 p

熊本県菊池郡菊陽町大字原水 1156-17
TEL(096)292-3076(代 )FAX(096)292-3423
E―mailikyushugrp@m2.atexnet.co.」 p

愛媛県松山市馬木町899-6
TEL(089)979-5910(代 )FAX(089)979-5950
E―mail:partsgrpOm2.atexnet.co.」 p

〒025-0301

〒306-0313

〒503-0931

〒791-8524

〒869-1102

部品コー ド 0680-940-011-lA

〒=799-… 2655


